
The Society of Chinese Literature of the Middle Ages

NII-Electronic Library Service

「

三

国
志

物
語
」

の

形

成

　
　

　

ー
三

顧
茅
廬
故
事
を

中
心
と

し

て

ー

角

　
谷

聰
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は

じ

め

に

　
三

国

時

代
の

出
来

事
に

ま

つ

わ
る

故
事

成
語

は

数
多
く

存
在

す

る

が
、

中
で

も
と

り

わ

け
広

く

人
口

に

膾
炙
し

て
い

る

も
の

の

一

つ

と

し

て
、

「

三

顧
の

礼
」

が

挙
げ

ら

れ

よ

う
。

目
上
の

者

が

礼

を

尽

く

し

て

賢
人

を

招

く
こ

と

を

意

味
す
る

こ

の

故
事

成
語

は
、

後
に

蜀

の

皇

帝
と

な

る

劉
備
が

帝

位
に

即
く

以
前
、

荊

州
に

寄
寓

し

て

い

た
折

に
、

当
時

在
野

の

賢
人
で

あ
っ

た

諸

葛
亮

を
自

身
の

許
に

迎
え

入

れ

よ

う
と

し

て
、

彼
の

住
ま

う

草
葺

き
の

廬
、

即
ち

茅
廬
を

三

度

訪
問
し

た
、

と

い

う
故

事
に

基
づ

く

も
の

で

あ
る

。

こ

の

三

顧
茅

廬
の

故
事
に

つ

い

て

は
、

明

代
に

成
立

し

た

『

三

国

志

演

義
』

（

以

下
、

『

演

義
』

と

省
略
）

の

記

述

内

容

を

思
い

浮

か
べ

る

向
き

も
多
い

の

で

は

な
い

だ

ろ

う
か

。

三

顧

茅
廬
故
事
に

　

　

　

　

　
ハ
ユソ

つ

い

て
、

『

演

義
』

で

は

概
ね

次
の

よ

う
な

展
開
と

な
っ

て

い

る
。

　

　

劉
備
は

義
弟
の

関

羽
と

張

飛
を

伴
っ

て

初
め

て

諸

葛
亮
の

茅

　

　

廬
を

訪

れ
る

が
、

同
日

の

朝
に

諸
葛

亮
が

出
か

け
て

し

ま
つ

　

　
た

こ

と

を
、

召

使
い

の

少

年
か

ら

知
ら

さ
れ

る
。

二

度
目
は

　

　

真
冬
の

訪

問
と

な

り
、

降
り

し

き
る

雪
を

お

し

て

再
び

三

人

　

　
で

茅
廬

を
訪

れ
る

も
の

の
、

や
は

り

前

日

よ

り
遊
山

に

出
か

　

　
け
て

不
在
の

た

め

面

会
が
叶
わ

な
い

。

年
が

改
ま

り
、

三

日

　

　
間
の

斎

戒

沐
浴
を

経
て

今
一

度
訪

れ
、

よ

う

や
く

諸
葛
亮

と

　

　
念
願

の

対

面
を

果
た

す
。

召
使
い

の

少

年
と

の

会

話

や
雪

中
の

訪

問
な

ど
、

極
め

て

印

象
深

い

構

成
で

あ
る

と

言

え

よ

う
。

こ

う

し

た

三

顧

茅
廬
の

記
述

は
、

『

三

国
志

演
義
』

に

先
立

ち
、

元
の

至

治

年
間
（

＝
二
一

＝

〜
｝

三

二

三
）

に

成
立

し

た

『

三

国
志

平

話
』

（

以
下

『

平
話
』

と

省

略
）

の

中

で
、

既
に

そ
の

骨

格
が

形

成
さ

れ

て

い

る
。

し

か

し
、

三

顧
茅
廬

故
事
は

、

そ
の

淵
源

の

段

階
で

は

極
め

て

簡

潔
な

記

載

し

か

な

さ
れ

て

お

ら

ず
、

先
に

挙
げ
た

召

使
い

の

少

年
と

の

会
話

や

雪
中
の

訪

問
な

ど
は
一

切
見

る

こ

と

が
で

き
な
い

。

　
三

顧
茅

廬

故

事
の

発

生

か

ら
、

『

平

話
』

や
『

演

義
』

の

こ

；

顧

茅

廬
故
事
の

成
立

ま

で

に

は
、

千

年
以

上

の

時

間
的
な

隔
た

り

が

存
在
し
、

そ
の

間
に

様
々

な

形
で

存
在
し

て

い

た

で

あ

ろ

う

所
謂

　

　

　

　

　
ハ
　　

「

三

国
志
物

語
」

が
、

直
接

的
、

或
い

は

間

接
的
に

影

響
を

与
え

る

こ

と

で
、

『

平

話
』

や

『

演
義
』

の

三

顧
茅

廬
故
事
が

形
成
さ

れ

る

に

至
っ

た

も

の

と

推
測

さ
れ

る
。

た

だ
、

こ

う
し

た

空

白
の
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期
間
に

お

け
る

「

三

国
志

物

語
」

の

全

貌
を

示
す

体
系

的
な
テ

キ

ス

ト

は

現
在
残
さ
れ

て

お

ら

ず
、

ま

た
、

三

顧
茅

廬
故
事
の

変
遷

過
程
に
つ

い

て

も

先
行

研
究
で

は

未
だ

十

全
に

解
明
さ

れ

て

い

る

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　
ユ

と

は
言

い

難
い

状

況
で

あ
る

。

そ

こ

で
、

本

稿
で

は

ニ

ニ

国
志
物

語
」

の

様
相
、

と

り

わ

け
三

顧
茅
廬

故
事
の

変
遷

過

程
に

つ

い

て
、

主

に

唐
・

宋

代
の

文
献

資

料
に

基
づ

き
な
が

ら
、

そ
の
一

端

を

明

ら

か

に

し

た

い

と

考
え
て

い

る
。

、

三

顧

茅
廬

故
事
の

発
生

と

継
承

　
　

1
　
三

顧

茅
廬

故
事
の

淵

源

　
『

平

話
』

や

『

演

義
』

の

成
立

に

あ
た
っ

て
、

西

晋
の

陳

寿
が

著
し

た

正

史

『

三

国
志
』

は
、

そ

の

中

核
を

な
す

存
在
で

あ

る

と

言

え
よ

う
。

そ

こ

で
、

ま

ず
は

正

史
『

三

国

志
』

の

中
か

ら
、

三

顧

茅
廬
に

関
連

す
る

記
述

を

確
認

す

る

こ

と

と

し

た

い
。

蜀
書
「

諸

　
　
　
き

葛

亮
伝
」

に

次
の

よ

う

な

記
述

が

見
ら
れ

る
。

　
　

時

先
主
屯

新

野
。

徐
庶

見

先
主

。

先
主

器
之

。

謂

先
主

日
、

　
　

「

諸
葛

孔
明

者
、

臥

龍
也

。

將

軍
豈

願
見
之

乎
。

」

先
主

日
、

　
　

「

君

與
倶

來
。

」

庶
日
、

「

此

人

可

就

見
、

不

可

屈

致

也
。

　
　

將
軍

宜

柾

駕
顧
之

。

」

由

是

先
主

遂
詣

亮、

凡
三

往、

乃

見
。

　
　

（

時

に

先

主

新

野
に

屯
す

。

徐
庶

先
主

に

見

ゆ
。

先
主

　
　

之

を

器
と

す
。

先
主

に

謂
ひ

て

曰

く
、

「

諸

葛

孔

明
は
、

臥

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　
あ

　
　

龍
な
り

。

将
軍
豈

に

之

に

見
ふ

を

願
ふ

か
」

と
。

先

主
曰

く
、

　
　

　

　
と

も
　
　

　
と

も

　
　

「

君

与

に

倶
に

来
た

れ
」

と
。

庶

曰

く
、

「

此
の

人

就
き

　
　

　
あ

　
　

て

見
ふ
べ

く
、

屈
し

て

致

す
べ

か

ら
ざ

る

な

り
。

将

軍
宜
し

　

　

く
駕
を

枉
げ
て

之

を

顧
み

る
べ

し
L

と
。

是
に

由
り

て

先
主

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
あ

　

　

遂
に

亮
に

詣
り
、

凡

そ

三

た

び

往
き
、

乃

ち
見

ふ
。

）

荊
州
の

新

野
に

駐
屯
し

て

い

た

劉

備
が

、

徐
庶
の

紹

介
に

よ
っ

て

諸
葛

孔

明
の

存
在
を

知
り

、

更
に

孔
明
は

力

ず
く

で

呼
び

よ

せ

る

べ

き

人

物
で

な

い

と

論
さ

れ

た

こ

と

を

受
け

て
、

自
ら
三

顧
の

礼

に

赴

く
、

と

い

う
場

面
で

あ
る

。

引
用

部
分
の

直

後
か

ら

は
、

諸

葛

孔
明

が

劉

備
に

対
し

て

天

下
三

分
の

計
を

説
く
、

所

謂
「

隆
中

対
」

の

揚
面

が

始
ま

る

こ

と

か

ら
、

三

顧

茅
廬
の

経

緯
に

関
す

る

記

述

は
、

「

由

是

先
主

遂
詣
亮
、

凡

三

往
、

乃

見
。

」

の

十

数
文

字
に

過

ぎ
な
い

こ

と

が

分
か

る
。

劉

備
が

諸
葛

亮
の

許

を

三

度
訪

れ

た

こ

と

こ

そ

確
認

で

き
る

も

の

の
、

そ

の

詳

細
に

つ

い

て

は
一

切
窺
い

知
る

こ

と

が
で

き

な
い

。

同

じ

く、

蜀
書
「

諸
葛

亮
伝
」

に

は
、

陳
寿
が

「

諸
葛
氏

集

目
録
」

を

作
成
し

た

際
に

奉
っ

た

上

奏
文
が

掲
載
さ
れ

て

お

り
、

　

　

時
左

將

軍
劉

備
以

亮

有
殊
量

、

乃

三

顧

亮
於

草
廬
之

中
。

亮

　

　

深

謂

備

雄

姿
傑
出

、

遂
解

帶
寫

誠
、

厚
相

結
納

。

（

時

に

左

　

　

将

軍
劉

備

亮
の

殊
量

有
る

を

以

て
、

乃

ち
三

た

び

亮
を

草

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
お
も

　

　

廬
の

中
に

顧
み

る
。

亮

深
く

備
の

雄
姿
傑
出

す
る

を

謂

ひ
、

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
そ
モ

　

　

遂
に

帯

を

解
き

誠

を
写

ぎ
、

厚
く

相

結
納
す

。

）

と

記
さ
れ

て

い

る
。

や
は

り
こ

こ

か

ら

も
、

三

度
の

訪

問
に

関
す

る

具

体
的
な

記
述

は

全

く

見

出
せ

な
い

。

他
に

も
、

諸
葛
亮

自

身

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

ビリ

が

後
主

劉
禅
に

奉
っ

た

「

出

師
の

表
」

の

中
に
、

　

　

臣

本
布
衣

、

躬
耕
於
南
陽
、

苟
全

性

命
於

亂
世

、

不
求
聞

達

　

　

於

諸

侯
。

先
帝
不

以

臣

卑
鄙

、

猥

自
枉
屈
、

三

顧
臣
於

草
廬

　

　

之

中
、

諮

臣
以

當
世
之

事
。

由

是
感

激
、

遂

許
先
帝

以

驅

馳
。

108
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も

と

　

　
（

臣
は

本
布

衣
に

し
て

、

躬
ら

南
陽
に

耕
し

、

苟

く
も

性

命

　

　
を

乱

世

に

全

う

し
、

聞

達
を

諸
侯

に

求
め

ず
。

先

帝

臣

の

　

　

卑
鄙
た

る
を

以
て

せ

ず
、

猥
り

に

自
ら

枉

屈
し

、

三

た

び

臣

　

　
を

草
廬
の

中
に

顧
み
、

臣
に

諮
る

に

当
世
の

事

を
以

て

す
。

　

　

是
に

由

り

て

感

激

し
、

遂

に

先

帝
に

許

す
に

駆

馳

を

以

て

　

　

す
。

）

と

の
一

文
が

見
え

る

も
の

の
、

や
は
り

先
の

諸
葛
亮

伝
に

記
さ
れ

て

い

た

以

上

の

要
素
を

読
み

取
る

こ

と

は
で

き
な
い

。

　
こ

の

様
に

、

三

顧
茅

廬
故
事
の

原
点
と

も
言
え

る

正

史

『

三

国

志
』

、

並

び

に

「

出

師
の

表
」

の

段

階
に

お

い

て
、

三

顧
茅
廬
の

記
述
は

極
め

て

簡
潔
な

も
の

に

過
ぎ

な
か
っ

た
。

そ

こ

で

引
き

続

き
、

六

朝
・

唐
・

宋
の

文

献
か

ら
三

顧

茅
廬

故
事
に

関

連
す
る

記

述
を

抽
出
し

、

時

代
を

追
っ

て

見

る
こ

と

と

し

た

い
。

　

　
2
　
六

朝

期
の

三

顧
茅

廬
故
事

　
六

朝
期
の

資

料
に

お
い

て
、

三

顧
茅
廬

故
事

に

言
及
し

た

も
の

は

あ
ま

り

多
く

残
さ

れ
て

い

な
い

が
、

　一

例
を

挙

げ
る

と
、

後
秦

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
ニ

の

僧
碧
等
が

記

し

た

「

答

秦
主

書
」

に
、

　

　

昔
欒
由

抗
節

、

堯
許

倶

高
。

四

皓

匪
降
、

上

下
同

美
。

斯
乃

　

　
古
今

之
一

揆
、

百

代
之
同

風
。

且

徳
非

管
仲、

不

足

華
軒
堂

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
あ

　

　
阜

、

智
非

孔
明
、

豈
足

三

顧
草
廬

。

（

昔
巣
由

節
を

抗
げ
、

　

　

　
　
と

も
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

あ

ら

　

　
　
　
　
　
　
　
　

と

も

　

　
尭
許
倶

に

高
し

。

四

皓

降
る

に

匪

ず
、

上

下

同

に

美
な
り

。

　

　
斯
れ

乃

ち

古

今
の
一

揆
に

し

て
、

百
代
の

同
風
な
り

。

且

つ

　

　

徳
は

管
仲
に

非
ざ
れ
ば

、

堂

阜
に

華

軒
す
る

に

足
ら

ず
、

智

　

　
は

孔

明

に

非
ざ

れ
ば

、

豈

に

三

た

び

草
廬
を

顧
み

る

に

足

ら

　

　
ん

や
。

）

と

の

記
述
が

見
ら

れ

る
。

こ

れ

は
、

後
秦
の

第
二

代
皇
帝

、

高

祖

姚
興
（

三

九

四

〜
四
一

五

在

位
）

が

道

恒
、

道
標
の

二

僧
に

対
し

、

法
衣

を
脱
い

で

政

治
に

参
与
す
る

よ

う
命
じ

た
こ

と

を
め

ぐ

り
、

僧

碧、

僧
遷

、

鳩

摩
羅

什
の

三

僧
が

諫
言
を

申
し
入

れ
る

文

書
の

一

部
で

あ

る
。

尭
帝
の

時
代
の

巣
父

や
許

由
、

ま
た

前

漢
初
期
の

四

皓
な

ど

が

皆
、

己

の

進

む
べ

き

道

を
全

う
し

た

こ

と
を

挙
げ
た

上

で
、

道
恒
、

道

標
の

二

人

は

孔

明
ほ

ど
の

優
れ
た

知

恵
を

有
し

て

い

な
い

た

め
、

三

顧
の

礼
を
尽

く
し

て

召
し

出
す

に

は

及

ば

な

い
、

と
述
べ

て

い

る
。

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
ハ
アリ

　

六

朝
期
の

三

顧
茅
廬

故
事
に

関

す
る

記
述

は

極
め

て

少
な

く
、

ま
た

、

右
に

挙
げ

た

「

答
秦
主

書
」

の

よ

う
に

、

そ

の

用

法
が

典

故
表
現
に

限

定
さ

れ
て

い

る

こ

と
か

ら
、

三

顧
茅

廬
の

具
体
的

様

相

を
示

す
新
た

な

要

素
は

、

こ

の

時
期
に
一

切
付
加

さ

れ

な
か

っ

た

も
の

と

考
え

ら

れ
る

。

　

　
3
　
唐
代
の

三

顧
茅
廬

故
事

　

唐

代
に

な
る

と
、

三

顧

茅
廬
を

題

材
と
す

る

詩

が
し

ば
し

ば

詠

ぜ

ら
れ

る

よ

う
に

な
る

。

幾
つ

か

例
を

挙
げ

る

と
、

咸
通
七

（

八

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
どり

六

六
）

年
の

進
士

で

あ
る

晩
唐

詩
人

、

汪

遵
の

「

南
陽
」

に

お

い

て
、

　

　

陸
困
泥

蟠
未

適
從

　
　
睦

困

な

れ
ば

泥
蟠

し

て

未
だ

適

従
せ

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
ず

　

　

豈

妨

耕
稼

隱

高

蹤

　

　
豈
に

妨
げ
ん

耕

稼
し

て

高

蹤
を

隠

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
す

を
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若

非
先
主
垂

三

顧

　
　
若

し

先
主
の

三

顧
を

垂

る

る

に

非
ず

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
ん

ば

　

　

誰
識
茅
廬
一

臥
龍

　
　
誰
か

識

ら
ん

茅
廬
の

一

臥
龍

と

見
え

る
。

先
主

劉

備
が
三

顧
の

礼
を

尽

く
さ

な
け

れ

ば
、

茅

廬

に

住

む

臥
龍

、

即
ち

諸
葛
孔
明
の

存
在
を
い

っ

た
い

誰
が

知
り

得

た
で

あ
ろ

う
か

、

と
詠

わ
れ

て

い

る
。

詩

題
の

「

南
陽
」

と
は
、

荊
州

北
部
の

地

名
で
、

孔

明
は

こ

こ

に

廬

を

構
え

て

い

た

と

伝
え

　

　
　

　
ハ
むビ

ら
れ
て

い

る
。

ま

た
、

同
じ

く
咸

通

年

間
に

科
挙

を
受

験
し

た

李

山
甫
の

詩
、

「

代
孔

明
哭

先
虹
磁

で

は
、

　

　

憶
昔

南
陽
顧

草
廬

　

　

昔

南

陽
に

草
廬

を

顧
み

る
を

憶
ふ

　

　

便
乘
雷
電

捧
乘
輿
　
　
便
ち

雷
電
に

乗
じ

乗
輿
を

捧
ぐ

と
、

李

山
甫
が

孔

明
の

心

情
を

代

弁
す

る

と

い

う
設

定
の

も
と
、

劉

備
が
か

つ

て

草
廬
を

訪
ね
て

来
た

こ

と
を

思
い

出

す
、

と

い

う

形
で

三

顧
茅

廬
の

逸
話
が

取
り

込

ま

れ

て

い

る
。

更
に

、

や
は

り

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
ハ
ユ

咸
通

年

間
に

科
挙
試

験
に

臨
ん

だ

胡
曾
の

詠

史
詩
「

南
陽
」

に

も
、

三

顧
茅

廬
故

事
が

見
ら
れ

る
。

世
亂

英
雄
百
戰

餘

孔

明

方
此

樂
耕
鋤

蜀
王

不
自
垂

三

顧

爭
得

先
生

出

舊
廬

後
に

蜀
王

と

な

る

劉

備
が

三

顧
の

礼
を

尽

く

さ

な
け

れ

ば
、

し

て

孔

明
は

茅
廬

を
出

る
こ

と

が

あ
っ

た

だ

ろ

う
か
、

げ
た

汪

遵
の

「

南
陽
」

同

様
、

み

込
ん

で

い

る
。

世
乱

れ
て

英
雄

百
戦
余

　

　

　
こ

こ

　
　

あ
た

孔

明

此
に

方

り
て

耕
鋤

を

楽
し

む

蜀
王

自
ら
三

顧
を

垂
れ

ず
ん

ば

い

か

で
争

か

得
ん

先

生
の

旧

廬

を

出
つ

る

を　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
ど

う

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

と

先
に

挙

　

仮
説
の

中
に

三

顧

茅
廬
故

事
を

組

　
こ

の

様
に

、

唐

代
、

と

り
わ

け

晩
唐
の

頃
に

な
る

と

詠
史
詩
の

隆
盛
に

伴
い
、

三

顧
茅

廬
故
事
が

往
々

に

し

て

詩
中
に

詠

み

込

ま

れ
る

よ

う
に

な
る

。

た

だ
、

唐
代
の

資

料
に

お
い

て

も

数
的
な

増

加
こ

そ

見
ら

れ

る

も
の

の
、

三

顧
茅
廬

故
事

そ
の

も
の

の

質
的
な

変

化
に
つ

い

て

は
、

や
は

り

見
る
こ

と
が
で

き
な

か
っ

た
。

　

　
4
　
宋
代
の

三

顧
茅

廬
故

事

　

宋

代
に

入
っ

た

後

も
、

北
宋
か

ら
南

宋
に

か

け

て

幅
広

く
三

顧

茅
廬

故
事

を

詠
み

込

ん

だ

詩
が

見
ら

れ

る
。

蘇

軾
の

「

与

周

長
官

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
ハ
ロサ

李
秀

才
遊

径

山
二

君
先
以

詩
見

寄
次

其
韻
二

首
」

は
、

当
時

銭

塘

県
の

長
官
で

あ
っ

た

周

那
と

、

や

は

り

銭

塘
に

い

た

友

人
の

李

行

中
か

ら
寄
せ

ら
れ

た

詩
に

対

す
る

次

韻
詩

で
、

「

其
二
」

に

次
の

二

句
が

見
え

る
。

　

　

孔

明
不

自
愛

　

　
孔

明

自
ら

愛
せ

ず

　

　

臨

老
起
三

顧
　

　
老
に

臨
み

て

三

顧
に

起
つ

こ

の

詩
に

よ

る

と
、

孔

明
は

我
が

身
を

惜
し

む

こ

と

な

く
、

老

齢

に

差
し

か

か

り

な

が
ら

も

三

顧

の

礼
に

報
い

る
べ

く

立

ち
上
が
っ

た

こ

と

と

な
る

。

　一

方
、

清
朝
考

証
学

者
の

何
悼
は

こ

の

詩
に

対

し

て
、

　

　

孔

明
始

從

昭

烈
、

年
二

十
七

耳
。

何

謂

臨

老
。

（

孔

明

始

　

　

め

て

昭

烈

に

従
ふ

に
、

年
二

十
七

な

る
の

み
。

何
ぞ

老
に

臨

　

　

む

と

謂

は

ん
。

）

　

　
　

　

　
　

　

　
　

ハ
ロぜ

と

の

指
摘

を

行
っ

て

い

る
。

劉
備
が
三

顧
の

礼
に

赴
い

た

当
時
、

孔

明
が
二

十

七

歳
で

あ
っ

た

こ

と

は
、

正

史

『

三

国
志
』

の

記
述

と

合
致
す

る
一

方
で

、

蘇
軾
が

孔

明
の

年
齢

を
誤

認
し

て

い

た

と
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も
考
え

難
く
、

本
詩
の

解

釈
は

若

干
の

疑
義
を

残
す

も
の

で

あ

る
。

し

か

し
、

孔
明
が

三

顧

の

礼
を

受
け

て

出
仕
し

た
、

と

い

う
基
本

部

分
は

従

来
の

内

容
を

踏
襲

す
る

も

の

と

言

え

よ

う
。

同

じ

く
北

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
ハ
ど

宋
の

黄

庭
堅

が

詠
じ

た

「

詠

史
呈

徐

仲
車
」

は
、

詠
史
詩

の

形
式

で

友
人
の

徐
積
に

贈
っ

た

詩
で

あ
り
、

そ

こ

に
、

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
ま

み

　

　

諸
葛

見
盆

州

　
　
諸
葛

益

州
に

見
え

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　
ア

　

　

釋
耒
答
三

顧
　

　
耒
を

釈
て

て

三

顧
に

答
ふ

と

詠
ま

れ
て
い

る
。

詩

中
の

「

益

州
」

と

は
、

益

州
の

牧
の

地

位

に

あ
っ

た

劉
備

を
指
し

て

お

り
、

劉
備
と

面
会
し

た

諸
葛
孔

明
は

、

農
具

を
打

ち
棄
て

て

三

顧
の

礼
に

報
い

た
、

と

あ

る
。

南
宋

に

入

っ

て

か

ら

も
、

陸
游
が

諸

葛
孔

明
の

読

書
台
を

訪
れ
た

際
に

詠
ん

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　
にい

だ

詩
、

「

遊
諸

葛
武

侯
書
台
」

に

お

い

て
、

　

　

松
風

想
像

梁
甫

吟

　
　
松
風

想
像

す

梁
甫
の

吟

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　
お

も

　

　

尚
憶
幡

然
答

三

顧

　

　
尚

憶
ふ

幡
然

と

し

て

三

顧
に

答
ふ

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　
る

を

と

詠
じ
て

い

る
。

松

林
を

渡
る

風
の

音
に

、

そ

の

昔
孔
明

が

好
ん

で
口

ず
さ

ん

で

い

た

と

さ

れ
る

梁
甫

吟
を

想
起
し

、

ま

た
、

態
度

を

翻
し
て

三

顧
の

礼
に

報
い

た

姿
が

懐
古
さ
れ

る
、

と

い

っ

た

内

容
で

あ
る

。

　

以
上

、

⊥

ハ

朝
か

ら

唐
・

宋
に

か

け
て

、

三

顧
茅
廬

故
事

を
題

材

と

す
る
詩

文
を

見
て

き
た

が
、

劉
備
が

諸

葛
孔
明
の

茅
廬

を
三

度

訪
れ

、

孔
明
が

こ

れ
に

報
い

る
べ

く
出
廬

を

決
意
し

た
、

と
い

う

基
本
要

素
以

外
に

、

そ
の

詳

細
を
伺

わ
せ

る

記

述

は

何
一

つ

見
出

す
こ

と

が
で

き
な
か
っ

た
。

こ

れ

は
言
い

換
え

る
と

、

六

朝
か

ら

宋
代
に

至
る

ま

で
の

間
、

『

三

国
志
』

諸

葛
亮

伝
や
「

出

師
の

表
」

に

見
る

こ

と

の

で

き
な
い

、

新
た

な
三

顧
茅

廬
故

事
が

殆

ど

形
成

さ

れ

て

こ

な

か

っ

た
、

と

い

う

状
況

を

示

し

て

い

る

に

等
し
い

。

そ

し

て
、

こ

う

し

た

状

況
は

、

『

平

話
』

や

『

演

義
』

に

見

ら
れ

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
く

だ
り

る

小

説
と

し

て

の

三

顧
茅
廬
の

件

が
、

歴

代
の

三

顧

茅
廬
故
事

そ
の

も
の

の

単

純
な

変
化

や
発

展
を

受
け

て

構

築
さ
れ

た

も
の

で

あ
る

と
い

う

可

能

性
の

極
め

て

低
い

こ

と

を
物

語
っ

て

い

る
。

そ

こ

で
、

次
節
で

は
三

顧
茅

廬
が

行
わ
れ

る

以

前
、

即

ち
劉

備
に

未

だ

仕
え

て

い

な

か
っ

た

頃
の

諸
葛

孔
明
が
、

ど

の

よ

う
な

存
在

と

し

て

認

識
さ

れ

て
い

た

の

か

に

焦
点

を
当

て

て
、

考
察
を

進
め

る

こ

と

と

す
る

。

二
、

三

顧
茅

廬
以

前
の

諸
葛

亮
像

　

諸

葛
亮
が

三

顧
の

礼
を

未
だ

受
け
る

こ

と

な
く
、

在

野
の

賢
人

と

し

て

過
ご

し

て

い

た

時

期
を
め

ぐ
っ

て
、

北
宋

初

期
の

王

欽
若

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　
　レ

等
の

撰
に

な

る

『

冊

府
元

亀
』

に

は

次

の

よ

う
な

記
述
が

見

ら
れ

る
。

　

　

諸

葛
亮

、

字

孔
明
、

隱

居
南
陽
時
、

先
主

初
屯

新
野

。

徐
庶

　

　

謂

之

日
、

「

諸
葛

亮
孔

明
者

臥
龍
也

。

將
軍
豈

願
見

之

乎
。

」

　

　

先

主
日
、

「

君
與

倶

來
。

」

庶

日
、

「

此

人

可
就

見
、

不

可

屈

　

　

致

也
。

將

軍
宜

柾
駕
顧
之

。

」

緜

是

先
主

詣

亮
、

凡

三

往
、

　

　

乃

見
。

（

諸

葛

亮
、

字
は

孔

明
、

南
陽
に

隠
居
せ

し

時
、

先

　

　

主

初
め

て

新

野

に

屯

す
。

徐

庶

之

に

謂

ひ

て

日

く
、

「

諸

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
め

　

　

葛

亮
孔

明
は

臥
龍
な
り

。

将
軍

豈

に

之

に

見

ふ

を

願
ふ

か
」

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

と
も

　
　
　

と

も

　

　

と
。

先
主

曰

く
、

「

君
与

に

倶
に

来

た

れ
」

と
。

庶
曰

く
、

Il1

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society of Chinese Literature of the Middle Ages

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　of 　Chlnese 　Lrterature 　of 　the 　Mlddle 　Ages

　

　

　
　

　

　

　
　

　

あ

　

　
「

此

の

人

就
き

て

見
ふ
べ

く
、

屈

し

て

致
す
べ

か

ら

ざ

る

　

　
な

り
。

将
軍

宜
し

く

駕
を

柾
げ
て

之

を

顧
み

る
べ

し
」

と
。

　

　

　
　
よ

　

　
是
に

飜
り

て

先
主

亮

に

詣
り
、

凡
そ

三

た

び

往
き
て
、

乃

　

　
ち
見
ふ

。

）

こ

の

一

節
が
、

本

稿
の

冒

頭
に

掲
げ
た

『

三

国
志
』

諸
葛
亮

伝
に

お

け

る

三

顧
茅

廬
の

記
述

を
ほ

ぼ

そ

の

ま

ま

引
き

写

し

て

い

る

こ

と

は

指
摘
す
る

ま

で

も

な

い
。

そ

う
し

た

中
で

注
目

す
べ

き

は
、

「

隠

居
」

の

二

字
で

あ

る
。

『

冊

府
元

亀
』

に

拠

れ

ば
、

三

顧
の

礼
を
受

け
る

以
前
の

孔
明
は

、

隠
居
状

態
に

あ
っ

た

こ

と

と

な
る

。

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
ユ

同
様
の

記
述
は

、

や
は

り

類

書
で

あ

る

『

白
孔

六

帖
』

の

中
に

も

見
る

こ

と

が

で

き

る
。

　

　

諸
葛
亮

隱
居

。

人
謂

蜀
先
主

日
、

「

諸
葛
孔

明
臥

龍
也

。

」

（

諸

　

　

葛
亮

隠

居
す

。

人

蜀
の

先

主

に

謂
ひ

て

曰

く
、

「

諸
葛

孔

　

　

明
は

臥
龍
な
り

」

と
。

）

こ

こ

で

も
、

諸

葛
亮
を

指
し

て

「

隠
居
」

の

二

字
が

用

い

ら
れ

て

い

る
。

他
に

、

南
宋
の

淳
煕

年
間

（

一

一

七

四

〜
一

一

八

九
）

に

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
ハ
　ソ

成
立

し

た

禅
宗
の

経
典
で

あ

る

『

禅

林
宝

訓
』

に

も
、

以

下
の

よ

う
な

話
が

収
め

ら
れ

て

い

る
。

　

　

眞
淨
文

和

尚
久

參

黄
龍

。

初
有
不
出

人
前
之

言
、

後

受
洞
山

　

　

請
。

道

過
西

山
、

訪
香

城
順

和

尚
。

順

戯
之

日
、

「

諸

葛
昔

　

　

年

稱
隱
者

、

茅

廬
堅

請
出

山
來

。

松

華
若
也

沾
春

力
、

根
在

　

　

深

岩

也

著
開

。

」

眞

淨

謝
而

退
。

（

真

浄
文

和

尚

久

し

く

黄

　

　

龍
に

参
ず

。

初
め

人

前
に

出
で

ざ
る

の

言

有
り
、

後
に

洞

山

　

　
の

請

を

受
く

。

道

西

山
を

過
ぎ

、

香

城
順

和

尚
を

訪
ぬ

。

　

　

順

之

に

戯

れ
て

曰

く
、

「

諸
葛

昔
年

隠
者

と

称

す

る

も
、

　

　

茅
廬
に

堅
く

請
へ

ば

山
を

出

で

来
た

れ

り
。

松

華
の

若

き
も

　

　
ま
た

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
ま

た
　
つ

　

　
也

春
力

に

沾

ひ
、

根
の

深
岩

に

在
る

も
也

著
き
開

く
」

と
。

　

　

真
浄

謝
し

て

退

く
。

）

臨

済
宗

の

僧
で

あ

る

真

浄
文

和
尚

は
、

当

初
修
行

に

専

念
し

て

世

に

出

な
い

と

宣

言
し

て

い

た

に

も

関
わ

ら

ず
、

後
に

洞
山

寺
か

ら

の

招

請
に

応
じ

る

こ

と

と

な

る
。

洞

山
寺
に

向
か

う
道

中
、

兄

弟

子
の

香
城
順

和

尚
を

訪

ね
た

折
に

、

「

諸

葛
亮
は

そ

の

昔
、

隠
者

と

自

称
し

て

い

た

が
、

茅

廬
に

て

強

く
招

請
さ

れ
た

こ

と

か

ら

出

廬
に

至
っ

た
」

と

の

こ

と

ば

を

戯
れ

に

投
げ
か

け

ら

れ
る
、

と
い

っ

た

内

容
で

あ

る
。

こ

の

よ

う
に
、

三

顧
の

礼
を

受
け
る

以

前
の

諸

葛
亮

を

指
し

て

隠
者
と

認

識
す

る

記

述
が
、

宋

代
以

降
の

文

献

中
に

複

数
見
ら

れ
る

。

　

ま

た
、

同

じ

く

宋

代
の

詩

や

詞
の

中
か

ら

は
、

諸
葛

孔
明
と

陶

淵

明
の

イ
メ

ー
ジ

を

重
ね

合
わ

せ

る

表

現
も

幾
つ

か

見
ら

れ

る
。

陶
淵

明
は
、

そ
の

後
半
生

に

お
い

て

役
入

生

活
を

放

棄
し

、

悠
々

自

適
の

暮
ら
し

を

送
っ

た

こ

と

で

知
ら

れ

て

お

り
、

鍾

蠑
か

ら
「

古

　

　

　
　

　

　
　

バ
おり

今

隠
逸
詩

人
之

宗
也
」

と

称
さ
れ

る

な

ど
、

六

朝
梁
の

時
代
に

は

既
に

隠

者
の

典

型
と

目

さ

れ
て

き
た

人

物
で

あ

る
。

こ

の

陶
淵

明

と

諸

葛
孔

明
を

結
び
つ

け

る

資

料
は
、

北

宋
の

頃
か

ら

次

第
に

見

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　
ハ
ゆサ

ら
れ

る

よ

う
に

な
る

。

黄
庭
堅

の

「

宿
旧

彭

沢
懐

陶
令
」

で

は
、

　

　

歳
晩
以

字

行

　
　
歳
晩

字
を

以

て

行
は

れ

　

　

更

始

號
元

亮

　
　
更

始
し

て

元

亮
と

号
す

　

　

凄

其
望

諸
葛

　
　

凄
其
と

し

て

諸
葛
を

望
み

　

　

航

髏
猶
漢

相
　

　
航
髏
た

る

こ

と

猶
ほ

漢
相
の

ご

と
し

と

詠
じ

ら

れ
て

い

る
。

彭

沢

県
に

宿
っ

て

陶
淵
明
を

懐
古

す
る

詩
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あ

ざ

な

の

中
で

、

晩

年
、

淵
明
と

い

う

字

で

広

く
知

ら

れ
て

い

た

に

も

関
わ
ら

ず
、

こ

れ
を

改
め

て

元

亮

と

名

乗
っ

た
、

そ

れ
は

悲
愴

な

思

い

で

諸

葛
孔

明
を

慕
う
が

故
で

あ

り
、

陶
淵
明
の

剛
直

な

姿
は

さ
な

が
ら

蜀
漢
の

丞

相
、

諸

葛
亮

の

よ

う
で

あ
る

、

と

詠
ま

れ

て

い

る
。

陶
淵
明

の

名
と

字
を

め

ぐ
っ

て

は
、

名
が

潜
、

字
が

淵
明

で

あ

る

と

す
る

説

や
、

名
を

淵

明
、

字

を
元

亮
と

す
る

説
な

ど
、

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　
れヤ

種
々

の

見

解
が

早
く

か

ら

存
在
し

て

お

り
、

こ

こ

で

俄
に

確
定
す

る

こ

と

は

で

き

な

い
。

た

だ
、

黄
庭
堅

は

本
詩
に

お
い

て
、

陶

淵

明
が

諸
葛

孔

明
を

思

慕
す

る

あ

ま

り
、

自

身
の

字
を

孔
明
の

名
で

あ

る

亮
に

借
り

て

元
亮
と

改
め

た
、

と

認

識
し

て

い

た

よ

う

で

あ

る
。

他
に
、

黄
庭
堅

の

詩

の

中
に

は
、

以

下
の

よ

う

な
資

料
も

存

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　
ハ
　サ

在
す

る
。

「

題

伯
時

画

松

下
淵

明
」

の

中
に
、

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
つ

ち

ふ

　

　

終
風

霾
八

表
　

　
終
風

八

表
に

霾

り

　

　

半

夜
失
前

山

　
　
半

夜

前

山
を

失

す

と
の

二

句
が

見
ら
れ

る
。

北
宋
を

代
表
す
る

画

家
の
一

人
、

李
公

麟

（

字

は
伯

時
）

が

描
い

た

「

松
下
の

淵

明
」

に

寄
せ

る

詩
の

中

で
、

刊

毛

詩
』

郡
風
の

「

終
風
」

を
典

故
と

す
る

こ

の

二

句

自
体
、

諸
葛
孔
明
と
は

何

ら
関
わ

る
も

の

で

は
な
い

が
、

こ

の

部
分
に

附

さ
れ

た

宋
人
の

注
雌

次
の

よ

う

な
記

述
が

見
え

る
。

　

　

蜀

中
舊
本

元

作
「

平
生

夢
管

葛
、

采
菊

見

南
山

。

」

言

淵

明

　

　

初
名
元

亮
、

本

慕
諸
葛

孔
明
、

有
當

世
志

。

晩

年

恥
屈

身

異

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
も

と

　

　

代
、

始

自

放
於

山

林

也
。

（

蜀

中
旧

本

元

「

平
生

管
葛
を

　

　

夢
み

、

菊
を

采
り
て

南
山

を
見

る
」

に

作
る

。

言
ふ

こ

こ

ろ

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
も
ど

　

　

は

淵

明
初
め
の

名

は

元

亮
、

本
諸

葛
孔

明
を

慕
ひ
、

当

世
の

　

　

志
有

り
。

晩
年

身

を

異

代
に

屈

す
る

を

恥

ぢ
、

始

め

て

自

　

　
ら

山

林
に

放
つ

な

り
。

）

こ

の

記
述
に

拠
れ

ば
、

蜀
に

伝
わ

る

古
い

テ

キ
ス

ト

で

は

元

来
、

陶
淵

明
が

平
素
よ

り

管

仲
と

諸
葛
亮
を

敬

慕
し
、

出

仕
の

志

を

抱

い

て

い

た

旨
の

二

句
で

あ
っ

た

こ

と

と

な

る
。

こ

の

よ

う
に
、

黄

庭
堅

の

二

首
の

詩
か

ら

は
、

王

佐
の

才
を

遺
憾

な

く

発
揮
し

た

蜀

の

丞

相
、

諸
葛
孔

明
に

対

し

て
、

百

五

十

年

近
く

後
に

生

ま

れ
た

陶
淵
明

が

強
い

羨
望
の

念
を

抱
い

て

い

た
、

と

い

う
認

識
の

現
れ

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

ユロ

を

見
て

取
る

こ

と

が
で

き

る
。

更
に
、

南
宋
に

入

る

と
、

孔
明
と

陶
淵

明
を

同
列
の

存

在
と

し

て

扱
う

資
料

も
見
ら

れ

る

よ

う
に

な

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　
　サ

る
。

辛
棄

疾
の

詞
、

「

賀

新
郎
」

に

は
、

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
と

　

　

把

酒

長

亭
読

。

看
淵

明

風

流
酷

似
、

臥

龍

諸
葛

。

（

酒

を

把

　

　

り

長
亭

に

説
く

。

淵
明

を

看
る

に

風
流

酷
だ

似
た

り
、

臥

　

　

龍

諸
葛

。

）

と

詠
じ

ら
れ

て

い

る
。

辛

棄
疾
が

前
日

ま

で

共

に

過
ご

し

て

い

た

友

人
の

陳
亮
に

宛
て

て

詠
ん

だ

こ

の

詞

に

お
い

て
、

宿
揚

で

陳
亮

と

別
れ

の

杯
を

交
わ

し

た

際
に
、

淵
明
の

風

流
な

様
子

は

諸

葛
孔

明
に

酷

似
し

て

い

る
、

と

語
り

合
っ

た

こ

と
が

詠
み

込

ま

れ
て

い

る
。

陶
淵
明

は
一

説
に

よ

る

と

字
が
元

亮
で

あ
り

、

諸

葛
孔

明
の

名

は

言

う
ま

で

も
な
く

亮
で

あ
る

こ

と

か

ら
、

こ

の

両

者
を

取
り

挙
げ
る

こ

と

で
、

や
は

り

亮
を

名
と

す

る

陳
亮
に

対
し

て

も
、

そ

の

風

雅
な

様
を

称
え

る

意
図
が

辛
棄
疾
に

は

あ
っ

た

も

の

と

考
え

ら
れ

る

が
、

何
れ
に

せ

よ
、

こ

こ

で

諸
葛

孔
明

と

陶
淵

明
が

共
に

風
流
な

人

物
と

し

て

並

称
さ

れ
て

い

る

こ

と

は

注

目

に

値
す

る
。

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　
めぜ

辛

棄
疾
は

ま

た
、

「

玉

蝴

蝶
」

の

中
で

も
、

　

　

儂
家
、

生

涯

蝋
屐

。

功
名

破
甑
、

交

友
搏
沙．、

往
日

曾
論

、
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淵

明
似
勝
臥

龍
些

。

（

儂

家
、

生

涯

屐
に

蝋
す

。

功

名

は

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
つ

か

　
　
破

甑
の

ご

と

く
、

交

友
は

沙
を

搏
む

が

ご

と

し
。

往
日

曾
て

　
　

論
ぜ

り
、

淵
明

臥
龍
に

勝
る

に

似
た

り
、

と
。

）

と

詠
じ

て

い

る
。

下

駄
に

蝋
を

塗
っ

て

過
ご

し

た

東
晋
の

阮
孚
の

如
き

気
ま

ま

な

生

活
に
あ

こ

が

れ
、

功

名

も
友

人
も

頼
む

に

足

ら

ぬ

存
在
で

あ

る

と

詠
っ

た

上

で
、

陶
淵
明
の

方
が

諸

葛
孔

明
よ

り

優

れ
た

存
在
で

あ
ろ

う
、

と

辛
棄
疾

自
身
の

思
い

を
述
べ

て

い

る
。

こ

の

詞
に

お

け
る

諸
葛
孔

明
と

陶
淵

明
の

関
係
は

、

直
前
の

内

容

を

踏
ま
え

る
な

ら

ば
、

隠
逸
生

活
を

接
点
と

す

る

対

比

で

あ
ろ

う

と

考
え
ら

れ

る
。

四

十
一

歳
で

職
を

辞
し

、

以

来

晩
年
に

至

る

ま

で

隠

逸
生

活

を

貫
き
続

け
た

陶
淵

明
の

方
が
、

二

十

七

歳
で

三

顧

の

礼
を

受
け
て

隠
逸
生

活
か

ら

離

脱
し

た

孔
明
よ

り

も

優
れ
て
い

る
、

と

辛
棄
疾
は

評
価
し

て
い

た

よ

う
で

あ

る
。

他
に

、

南

宋
末

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
（
27）

の

謝

枋
得
が

詠
じ

た

詩
、

　

　
淵

明
豈

但
隱

逸

人

淵
明
素

懐
諸
葛
志

と
、

陶
淵

明
が

隠
逸
生

活

を
送
り

な
が

ら

も
、

世
の

た

め
に

尽

く
し

た
い

と

の

志
を
抱
い

て

い

た

様

子
が

詠
じ

ら

れ

て

お

り
、

こ

こ

で

も

や
は

り

諸
葛

孔
明
と

陶
淵
明
の

併

記
、

並

び

に

隠
逸
の

要

素
を

共

通
し

て

見
る

こ

と

が

で

き
る

。

　
以
上

、

三

顧

茅
廬
を

受
け
て

出
仕

す
る

以

前
の

諸

葛
亮

像
に

着

目

し

て
、

宋
代
の

資
料
を

中
心
に

見
て

き
た

。

そ

こ

か

ら

は
、

不

世

出
の

宰
相
と

し

て

後

世
に

至

る

ま

で

揺

る

ぎ

な
い

地

位
を
獲

得

し

た

諸
葛

孔

明
に

対
し

て
、

一

方
で

隠
者
と

し

て

の

形
象
が

付
与

「

菊
」

に

お
い

て

も
、

　

淵
明

豈

に

但
だ

隠
逸
の

人
な

る

の

　
み

な
ら
ん

や

　

　

　
も

と

　
淵

明

素
よ

り

懐

く

諸

葛
の

志

　

　

　
　

　

　
　

　
諸
葛

孔
明
の

如

く

さ
れ

、

更
に

は

六

朝

期
を

代

表
す
る

隠
逸

詩

人
で

あ

る

陶
淵

明
と

の

対

比

や
同

化
が

図
ら

れ
る

と

い

っ

た

様
相
を

明
ら

か

に

す
る

こ

と

が

で

き
た

。

な

お
、

諸

葛
孔

明
と

陶

淵
明
が

結
び
つ

け
ら
れ

る

に

至
っ

た

理

由
と

し

て

は
、

両
者
の

隠
逸
時

期
に

お

け
る

住
ま

い

が

廬
で

あ
っ

た
、

と

い

う
共

通

点

も

少

な
か

ら
ず

影

響
し

て

い

る

　

　
　

　

　

　
　
へ
ゆり

も
の

と

考
え

ら
れ

る
。

宋

代
以

降
、

隠
者
と
い

う

新
た

な

人

物
形

象
を

確
立

し

た

諸

葛
孔

明
で

あ

る

が
、

次

節
で

は

更
に

隠
者

を
手

が

か

り

と
し

て
、

『

平

話
』

や

『

演
義
』

へ

と

繋
が

る

三

顧

茅
廬

故
事
の

形

成

過
程
を

探
る

こ

と

と

し

た
い

。

三
、

「

尋

隠
者

不
遇
」

詩
と

三

顧
茅
廬
故
事

　

隠

者
を
題

材
と

す

る
詩
は

、

古
来
よ

り

数
多
く

詠
じ

ら
れ

て

お

り
、

そ
う

し

た

中
で

唐
代
に

入

る

と
、

「

尋

隠
者

不

遇
」

詩

と

称

さ

れ
る
一

連
の

作
品
が

多

数
見
ら

れ
る

よ

う
に

な

る
。

西
晋
の

左

思

に

代

表
さ

れ
る

「

招

隠
詩
」

の

系

譜
を

引
く
こ

れ
ら

の

詩
に
つ

い

て
、

石

川
忠

久
氏

は
、

「

は

る

ば

る

隠
者

を

尋
ね

て

来
た

が
、

当
の

隠

者
は

姿
を

見
せ

な

い

と

こ

ろ
に

、

か

え
っ

て

隠
者
の

風
趣

が

か

も
し

出
さ

れ
る
の

で

あ
る

。

逆

説
的
と

い

う
か

、

一

ひ

ね
り

し

た

味
わ
い

を
ね

ら

う
、

中

国
の

詩

独
特
の

世

界
の
一

つ

で

あ
ろ

う

漏）

と

ま

と

め

ら

れ
て

い

る
。

こ

う

し

た

「

尋

隠
者

不

遇
」

詩

の

中
で

も
、

比

較
的
初

期
の

も
の

と

し
て
、

盛

唐
の

丘

為

が
詠
じ

た
「

尋
西
山

隠
者

不
邑
唖

に

は
、

次
の

よ

う

な
表

現
が

見
ら

れ
る

。

　

　

緬

頂
一

茅
茨

　
　
絶
頂
の
【

茅
茨

　

　

直
上
三

十
里

　

　
直
ち

に

上

る

三

十

里
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扣

關
無

僮

僕
　
　
関
を

扣

く
も

憧
僕
無

く

　

　
窺
室

唯
案

几
　

　
室

を

窺
へ

ば

唯
だ

案
几
の

み

山
頂

の

茅

葺
き

の

廬
に

向
か

っ

て

真
っ

直
ぐ

三

十
里

ほ

ど

登

り
、

扉
を

叩
い

た

が

僮
僕

は

お

ら

ず
、

室

内
を

覗

く
と

た

だ

机

が

あ

る

ば
か

り
、

と

い

っ

た

内
容

で

あ

る
。

こ

の

詩
に

お

い

て
、

隠
者
の

住
ま

い

が

茅

葺
き
の

廬
と

な
っ

て

い

る

点
に
、

三

顧
茅

廬
故
事
と

の

共

通
性

が

見

出
せ

る

こ

と

は

言

う
ま

で

も

な
い
。

そ

し

て
、

三

句
目

に

「

無

僮
僕
」

と

あ
る

こ

と

か

ら
、

隠
者
の

住
ま

い

に

付
随

す

る

要

素
と

し

て
、

召
使
い

の

存
在
を

指

摘
す
る
こ

と
が
で

き

る
。

こ

の

召

使
い

に

関
し

て

は
、

中
唐
の

賈
島
が

詠
じ

た

「

尋

隠
者
不

ハ
む

遇
」

に

も
、

　

　
松

下
問
童
子

　

　
松

下

童

子
に

問
へ

ば

　

　

言
師

采

藥
去

　
　
言
ふ

師
は

薬
を

采

ら
ん

と

し

て

去

る

と

と

見
え

る
。

こ

の

詩
か

ら
は
、

童

子
、

即
ち

石

使
い

の

少

年
に

対

し

て

隠
者
の

所
在
を

訊

ね

る
、

と

い

っ

た

様
子

を

読
み

取

る

こ

と

が

で

き

る
。

そ

し

て
、

こ

う

し

た

「

尋

隠

者
不

遇
」

詩
に

し

ば

し

ば

詠

み

込

ま

れ

る

召
使
い

の

少

年
は
、

『

演
義
』

の

三

顧

茅
廬

故

事
の

中
で

も

重
要

な

役
割
を

担

う
存

在
と

し

て

登

場
し

て

お

り
、

現
存
す
る

最

も
古
い

版

本
で

あ

る

嘉
靖
壬

午
本
『

三

国
志

通

俗
演

義
』

第
八

巻
「

劉
玄

徳
三

顧

茅
胤
哩

に
、

次
の

よ

う
に

記
さ

れ
て

い

る
。

　

　
玄

徳
來

到
莊

前
下

馬
、

親
扣

柴

門
。

＝
里

出

間
。

…

…

玄

徳

　

　
日
、

「

新

野

劉

備

來
訪

。

」

童

子

日
、

「

今
早

少

出
。

」

玄

徳

　

　
日
、

「

何

處
去

了
。

」

童

子

日
、

「

踪

跡
不

定
、

不

知

何

處
去

　

　

了
。

」

玄

徳

日
、

「

幾

時

歸
。

F 

童

子

日
、

「

不

准
。

或
三

五

　

　

日
、

或
十

數
日

。

一

玄

徳
惆

悵

不

已
，

（

玄

徳
は

屋

敷
の

前

　

　

に

至

る

と

馬

を

下
り

、

自
ら

柴
の

戸
を

叩
い

た
。

　｝

人
の

童

　

　

子

が

出
て

来
て

尋
ね

た
。

…

…
。

玄

徳
、

「

新
野

の

劉

備
が

　

　

参
り

ま

し

た
。

」

童
子
、

「

先
生

は

今

朝
出

か

け

ま

し

た
。

」

　

　

玄

徳
、

「

ど

ち

ら
へ

出
か

け

ら
れ

た

の

か
。

」

童

子
、

「

行
く

　

　

先
は

定
か

で

は

あ

り

ま

せ

ん
。

ど

こ

に

行
っ

た

の

か

分
か

り

　

　

ま

せ

ん
。

」

玄

徳
、

「

い

つ

お

帰
り

に

な
る

か
。

」

童

子
、

「

は

　

　
っ

き

り
し

ま

せ

ん
。

四
、

五

目

後
か

も
知
れ

な
い

し
、

十

数

　

　

日

後
か

も

知

れ
ま

せ

ん
。

」

玄

徳
は

た

い

そ

う
が
っ

か

り

し

　

　

た
。

）

こ

れ

は
、

劉
備
が

初
め

て

諸

葛
孔

明
の

廬
を

訪
ね

た

際
の

描
写

で

あ

り
、

劉
備
が

柴
の

戸
を

叩
く
と
一

人
の

童

子

が

出
て

く
る
、

更

に

劉
備
は

童

子

に

対
し

て

孔

明
の

行
方

を

問
う
、

と

い

っ

た

や
り

と

り

が

見
ら

れ

る
。

こ

の

様
に
、

隠
者
の

住
ま

い

に

童

子
が

同
居

し

て

い

る

点
、

そ

し

て

童
子

に

対

し

て

隠
者
の

行
方
を

訊
ね

る
と

い

っ

た

構
造
は
、

先
に

挙
げ

た

丘

為
や
賈

島
の

詩
、

と

り

わ

け
賈

島
詩
と

の

高

い

共

通
性

を
見

る

こ

と

が

で

き

よ

う
。

　

唐
代
に

詠
ま

れ
た

「

尋
隠
者

不

遇
」

詩

に

は
、

童

子

以

外
に

も

様
々

な

要
素
が

見

ら
れ

る
。

中
唐
の

詩

人
、

王

建
の

「

尋

李
山
人

不

聾．

に

は
、

　

　

山

客
長
須
少

在
時

　

　
山

客

長
く

須
か

ら

く

在
る

時
少

な

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

く

　

　

溪
中

放
鶴
洞

中
棋

　
　
渓

中
に

鶴

を

放
ち

洞

中
に

棋
す
べ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

し

と
の

二

句
が

見
え

る
。

詩

題
の

李

山
人

と

は
、

当
時

嵩
山

に

隠
棲
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し

て

い

た

李
渤
を

指
し
、

彼
は

殆
ど

自
身
の

住
ま

い

に

留

ま

る

こ

と

が
な

く
、

谷
川

で

鶴

を

放
し

た

り
、

洞

穴
の

中
で

碁
を

楽

し

ん

だ
り

し

て

い

る

こ

と

で

あ
ろ

う
、

と

詠
ま

れ

て

い

る
。

李
山

人
の

住
み

処
が

茅

葺
き

の

廬
か

ど

う
か

は

本
詩

に

明
示

さ

れ

て

い

な

い

も
の

の
、

居
処

を

不
在
に

し

て

い

る

隠

者
が

洞
穴

の

中
で

碁
を

楽

し

む
、

と

い

っ

た

様

子
を

窺
い

知
る

こ

と

が
で

き

る
。

ま

た
、

王

建

よ
り

二

十

五

歳

年
下
の

詩

人
、

許

渾
は

「

与

張
道
士

同

訪

李

隠

　

　
あ
　り

居
不
遇
」

の

中
で

、

　

　
千

巖
萬
壑

獨

携
琴

　

　
千

巌

万

壑

独
り

琴
を

携
ふ

　

　

知
在

陵
陽

不

可
尋

　
　
陵
陽
に

在

る

を

知
る

も

尋
ぬ
べ

か

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ら

ず

と

詠
じ

て
い

る
。

詩
題

の

張

道
士

や

李

某
に

つ

い

て

は

未

詳
で

あ

る

が
、

隠

者
の

李
某
を

訪
ね

た

と

こ

ろ

彼
は

不
在
で

、

幾
千
万

の

岩

山

や

渓

谷

の

中

に

琴

を

携

え
て

入
っ

て

し

ま
っ

た

よ

う

で

あ

り
、

陵
陽

山
に

い

る

と

知
り

つ

つ

も
、

そ

の

行
方
を

尋

ね

る

術
が

な
い

、

と

詠
ま

れ

て

い

る
。

こ

の

詩

の

中
で

は
、

遇

う
こ

と
の

で

き

な
い

隠
者
に

対
し

て
、

琴
を

携
え

て

出
か

け

る
、

と

い

っ

た

表

現
が

な

さ

れ
て

い

る
。

そ

し

て
、

こ

れ
ら
の

洞
穴
の

中
で

碁
を

打

つ
、

或
い

は

琴

を

携
え

て

出
か

け
る
、

と

い

っ

た

外

出
中
の

隠
者

像
に
つ

い

て

も
、

や
は
り

『

演

義
』

の

三

顧

茅
廬

故
事
に

見
る

こ

と
が

で

き

る
。

第
八

巻

「

玄

徳
風
雪

訪

孔
明
」

に

次
の

よ

う
に

記

さ

れ
て
い

る
。

　

　

玄

徳

日
、

「

二

人

何

處

閑
遊

。

」

均

日
、

「

或

駕
小

舟
、

遊
於

　

　

江

湖
之

中
、

或
訪

僧
道
於
山

嶺
之
上

、

或
尋

朋
友

於
村

僻
之

　

　

中
、

或
樂

琴

棋
於

洞

府

之

内
。

往

來
莫
測
、

不
知
去

所
。

」

　

　
（

玄

徳、

「

お

二

人

は

ど

ち

ら
へ

行
か

れ

た
の

で

し
ょ

う
。

」

　

　
諸

葛

均
、

「

小

舟
に

乗
っ

て

水

辺
で

遊

ん

で

い

る

か

も
知

れ

　

　
ま

せ

ん

し
、

僧

侶
や

道

士

を

訪
ね

て

山
に

登
っ

て

い

る

か

も

　

　
知
れ

ま

せ

ん

し
、

村
里

に

友
人
を

訪
ね

て

い

る

か

も

知

れ
ま

　

　
せ

ん

し
、

ほ

ら

穴
の

中
で

琴
や

碁
を

楽
し

ん

で

い

る
の

か

も

　

　
知
れ

ま

せ

ん
。

何
を

し

て

い

る

か

予

想

も
つ

か

ず
、

ど

こ

に

　

　
行
っ

て

い

る
の

か

も

分
か

り

ま

せ

ん
。

」

）

劉

備
が

二

度

目
の

訪

問
を

行
っ

た

と

こ

ろ
、

孔
明

が

友
人
の

崔
州

平
と

二

人

で

出
か

け
て

し

ま
っ

た

こ

と

を

知

り
、

そ

の

行
方

を

訊

ね

る

と

い

っ

た

場
面

で
、

諸
葛

亮
の

弟
に

あ
た

る

諸
葛
均
が
、

洞

穴

の

中
で

琴
や

碁
を
楽
し

ん

で

い

る
の

か

も
知

れ

な
い

、

と
答

え

て

い

る．、

洞
穴
の

中
で

琴
や

碁
を

楽
し

む

様
子

は
、

古
来

よ

り

隠

者
の

典
型

的
な

行
為
と

し

て

極
め

て
一

般

的
な

も

の

と

も
言

え

る

が
、

そ

う
し

た

行

為
が

唐
代
の

「

尋

隠
者

不
遇
」

詩
の

中
に

も

取

り

込

ま

れ
、

更
に

は

『

演

義
』

の

三

顧
茅

廬
故
事
に

ま

で

継

承
さ

れ
て
い

る

点

は
、

非

常
に

興
味
深

い

現
象
で

あ

る

と

言

え

よ

う
。

　

引
き

続
き

、

盛

唐
の

詩

入
、

岑

参
が

詠
じ

た

「

草
堂

村
尋

羅
生

　

ハ
き

不

遇
」

を
見

る

こ

と
と

し

た

い
。

　

　

門
前
雪

滿
無
人

跡

　
　
門

前

雪

満
ち

人

跡

無
し

　

　

應
是

先
生

出
未

歸

　
　
応
に

是

れ

先
生

出
で

て

未
だ

帰
ら
ざ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

る
べ

し

詩

題
の

羅
生

に

つ

い

て

は

不

明
で

あ

る
が
、

恐

ら
く
は

隠
者
で

あ

ろ

う
と

推

測
さ
れ

る
。

彼
の

住
ま
い

を

訪
ね

て

み

た

も
の

の
、

門

前
に

雪
が

降
り

積
も
っ

て

い

て

足

跡
が
な
い

と
い

う

状
況
か

ら
、

羅
生

が
未
だ

帰
宅
し

て

い

な
い

こ

と

を

暗
示

す
る
表

現
が

な

さ
れ
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て

い

る
。

「

尋

隠

者
不

遇
」

詩
の

舞
台

設

定
と

し

て
、

雪

を
用

い

る

と

い

う

手
法
が

こ

の

詩

か

ら

確
認

で

き
よ

う
。

ま

た
、

時

代
は

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
ロ
　　

少

し

下
る

が
、

南
宋
の

陸

游
が

詠
じ

た

「

訪

客
不

遇
」

に

は
、

　
　

風

急

斜
吹

帽

　

　
風

急
に

斜
め

に

帽
を

吹
き

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　
み

だ

　
　
　
　
　

　

　
そ
そ

　
　

泥

深
亂

濺

衣

　

　
泥
深

く

乱
り

に

衣
に

濺
ぐ

と

の

二

句
が

見
ら

れ
る

。

こ

の

詩
で

は
、

客
子

を

尋
ね

る

道
中
に

つ

い

て
、

激
し

い

風

が

帽

子

に

吹
き
つ

け
、

ま

た

泥

濘
が

深
い

た

め

衣
服

に

泥

が

か

か

っ

て

し

ま

う
、

と

幾
多
の

困

難
に

行

く
手

を

阻
ま

れ

る

様

子
が
、

極
め

て

具
体
的
に

表

現
さ

れ
て

い

る
。

そ

し

て
、

こ

う
し

た

舞
台
設

定
と

し

て

の

雪

や
、

訪
問

途
中
の

困

難
な

様
子

に

つ

い

て
、

『

演

義
』

の

第
八

巻

「

玄

徳
風
雪

訪

孔

明
」

に

は

次

の

よ

う
な

記
述

が
見

ら
れ

る
。

　
　

建

安
十

二

年
、

冬

十
二

月
中
、

天

氣
嚴
寒
、

形

雲
密
布

。

玄

　
　

徳

同

關
張

、

引
十

數
人
、

前
赴

隆

中
、

求

訪

孔
明
、

行

不
數

　
　

里
、

忽

然
朔
風

凜
凜
、

瑞
雪

霏
霏

、

山
如
玉

簇
、

林

似
銀

粧
。

　
　

…

…

玄

徳
日

、

「

吾
正

欲
教

孔

明

見

吾

慇
懃
之

意
。

如

兄
弟

　
　

怕

冷
、

汝
可

先
回

。

」

（

建
安

十

二

年
、

冬

十
二

月
、

寒

さ

　
　

厳
し

く
、

雪

雲
が
→

面

を

覆
っ

て

い

る
。

玄

徳
は

関

羽
、

張

　
　

飛
と

共

に
、

十
数
人

を

従
え

て

隆
中
に

赴

き
、

孔

明
を

訪
ね

　
　

よ

う
と

し

て

い

る
。

数
里

も

行
か

な

い

う
ち

に
、

突

然
北
風

　
　

が
び

ゅ

う
び

ゅ

う

吹

き
付

け
、

雪
が

ち
ら

ち
ら

舞
い

、

山
は

　
　

白
玉

が

集
ま
っ

た

か
の

よ

う
、

林

は

銀
の

化
粧

を
し

た

か

の

　
　

よ

う
に

な
っ

た
。

…

…

玄

徳
は

言
っ

た
、

「

私

は

孔

明
殿

に

　
　

誠
意
を

示

そ

う

と

し

て

い

る

の

だ
。

お

ま

え

は

寒
い

の

が

嫌

　
　

な
ら

、

先
に

帰
る

が

良
い

。

」

）

冬
の

十
二

月

に

劉

備
が

二

度
目
の

訪
間
を

行

う
場

面
で

、

数
里

も

行
か

な

い

う
ち
に

北

風
が

吹

き

荒
び
、

雪
が

舞
い

始
め

、

同

行
し

て

い

た

義
弟
の

張
飛
が

引
き

返

そ

う
と

言

う
の

に

対
し

て

劉
備

は
、

雪
の

中
を

訪
ね

る

こ

と

で

孔
明

に

誠
意

を
示

す
の

だ
、

と

答

え

て

い

る
。

『

演

義
』

に

お

け
る

三

顧
茅

廬
故

事
の

中
で

も

と

り

わ

け

印

象
的
な

場

面
で

あ

り
、

折
か

ら
の

吹
雪

は

劉
備
一

行
の

訪

問
を

苦

難
に

満
ち
た

も
の

へ

と

変
質
さ

せ

る

と

同
時
に

、

諸
葛

孔

明

が

大

層

得
難
い

存

在
で

あ

る
こ

と

を

読
者
に

印

象
づ

け
る

役
割

を

も
担
っ

て

い

る

と

言

え

よ

う
。

孔

明
の

廬
を

訪
ね
た

際
に

雪
が

舞
っ

て

い

た
、

と

い

う
記

述
が
、

正

史
『

三

国
志
』

や

諸

葛
亮
の

「

出
師
の

表
」

は

も
と

よ

り
、

三

顧
茅
廬

を

題

材
と

す
る

歴

代
の

詩
の

中
に

も
一

切

見
ら

れ

な

か
っ

た

こ

と

は
、

本

稿
で

既
に

確

認

し

た

通

り
で

あ

る
。

ま
た
、

『

三

国

志
平
話
』

に

お

け

る

三

顧
茅

廬
の

記

述
を

見
て

も
、

雪
の

降
る

様
子

は

全

く
記

さ
れ

て
い

な
い

こ

と

か

ら
、

二

度
目
の

訪

問
に

お

け

る

雪
の

描
写

は
、

『

三

国
志

演
義
』

の

段

階
に

至
っ

て

初
め

て

形

成
さ

れ

た

も
の

と

見

な

し

得

よ

う
。

た

だ
、

『

演

義
』

に

お

け
る

雪
の

描

写

が
、

全

く
の

無
か

ら

生
じ

た

も
の

で

あ

る
か

と

言
え
ぱ

そ

う
で

は

な

く
、

岑

参
の
「

草

堂

村
尋

羅
生

不

遇
」

に

見
ら

れ

た

隠

者
の

不

在
を

暗
示
す

る
雪
の

用
法

や
、

陸

游
の

「

訪

客
不

遇
」

に

見
ら

れ
た

訪
問

途

中
の

困

難

な

様

子

な
ど

が
、

『

演

義
』

の

三

顧
茅

廬
故
事

形

成
過

程
に

お

い

て
、

何
ら

か

の

影

響
を

与

え

た

可

能
性
も

充

分
に

考
え

ら
れ

る

の

で

は

な

い

だ

ろ

う
か

。

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　
ハ
れヤ

　

ま

た
、

中
唐
の

詩

人
、

竇
鞏
の

「

尋
道

者

所
隠

不
遇
」

に

は
次

の

よ

う
な

二

句
が

見
ら
れ

る
。
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欲
題

名
字
知

相
訪

　

　
名
字
を

題
し

て

相
訪
ぬ

る

を

知
ら
し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

め
ん

と

欲
す
る

も

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
た

　

　

又

恐
芭

蕉

不
奈

秋

　

　
又

恐
る

芭

蕉
の

秋
に

奈
へ

ざ

る

を

遇

う
こ

と

の

で

き

な
い

隠
者
に

対
し

て

自
ら
の

訪

問
を
知

ら
せ

る

た

め
、

芭

蕉
の

葉
に

名
前

を

書
き
付

け
よ

う
と

す
る

も

の

の
、

秋

に

な
っ

て

葉
が

枯
れ

る

こ

と

を
心

配
す

る
、

と

い

っ

た

内

容
の

詩

で

あ

る
。

こ

こ

か

ら

は
、

遇
え

な
い

隠
者
に

対
し

て

訪

問
の

形
跡

を

示
す

た

め

の

書
き

付
け

を

残
す
、

と

い

う
発

想
が

見
て

取
れ

る
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　
　　

同

様
の

発

想
は

、

晩
唐
の

杜
荀

鶴
が

詠
じ

た

「

訪
道
者

不

遇
」

に

も
見

る

こ

と

が

で

き

る
。

　

　

題

詩
留

姓
字

　
　
詩

を

題
し

て

姓
字

を
留
め

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
こ

こ

　

　

他
日

此

相
親

　

　
他

日

此
に

相

親
し

ま

ん

こ

の

詩
に

お

い

て

も
、

や
は

り

詩

を

書
き

付
け

て

自

身
の

氏

名

を

相
手

の

も
と

に

残
し

た
、

と

す
る

内

容
が

詠
わ
れ

て

い

る
。

そ

し

て
、

訪
問

者
が

自

身
の

名

前
や

詩
を

書
き

残
す
、

と

い

う
行

為
に

つ

い

て

は
、

『

三

国
志

演

義
』

に

先
立

つ

『

三

国
志

平

話
』

の

三

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
タ

顧
茅

廬
の

場

面
に

既
に

見

る

こ

と
が
で

き

る
。

巻

中
に

次
の

よ

う

に

記

さ
れ

て
い

る
。

　

　

道

童

出

庵
、

對
皇

叔

言
、

「

俺
師
父

從

昨
日

去

江

下
、

有
八

　

　

俊

飮
會
去

也
。

」

皇

叔
不

言
、

自

思

不

得
見
此

人
。

便

令
人

　

　

磨

得
墨

濃
、

於

西

牆
上

寫
詩
一

首
。

詩

日
、

…

…
。

（

童

子

　

　

が

庵
か

ら

出
て

来
て

劉
皇

叔
に

言
っ

た
、

「

お

師

匠

様
は

昨

　

　

日
、

江

下
に

行
き
ま

し

た
。

八

俊
の

宴

会
に

行
っ

た

の

で

す
」

　

　

と
。

劉
皇

叔
は

何
も

言

わ
ず
、

彼

に

会

う
事

は

で

き

な

い

で

　

　

あ
ろ

う、

と

心
の

中
で

思
っ

た
。

そ

こ

で

墨
を

濃
く

す
ら
せ

　

　
る

と
、

西
の

壁
に

詩
を
一

首
し

た

た

め

た
。

そ

の

詩

と

は
、

　

　
…

…
。

）

一

度
目

の

訪

問
に

あ
た
っ

て
、

諸

葛
孔

明

に

遇

う

こ

と

が

で

き
な

い

と

知
っ

た

劉

備
は
、

先
に

挙
げ
た

杜
苟

鶴
の

「

訪
道

者
不

遇
」

と

同

様
に
、

訪

問
の

形

跡
を

示

す
た

め

の

詩

を

書
き
残

し

て

い

る
。

そ

し

て
、

『

演

義
』

に

お

い

て

も

第
八

巻

「

玄

徳
風

雪
訪

孔

明
」

の

中
に

、

や

は

り

類

似
す
る

描
写

を

見

る

こ

と

が

で

き
る．”

　

　
均
日

、

「

家

兄

不
在

、

不
敢
久

留
車

騎
。

容
日

却
來
回
禮

。

」

　

　
玄

徳
日

、

「

豈

敢
望

先
生

枉
駕

來

臨
。

數

日

之

後
、

備

當
又

　

　
至

矣
。

願
借

紙
筆
、

留
一

書
、

上

達

令

兄、

以

表

劉
備

慇
懃

　

　
之

意

也
。

」

均

遂

具
文

房

四

寶
。

玄

徳
呵

開
凍

筆
、

拂

展
雲

　

　
箋

。

其

書
日

、

…

…
。

（

諸

葛
均

、

「

兄

が

い

な
い

以

上
、

　

　
長

く
足

止

め

は

致
し

ま

せ

ん
。

日

を

改
め

て

返

礼
に

伺
い

ま

　

　
す

。

」

玄

徳
、

「

ど

う

し

て

先
生

に

わ

ざ

わ

ざ

お

越
し

頂

く

　

　
に

及
び

ま

し

ょ

う
か

。

数
日

後
に
、

私

が

必

ず
ま

た

参
り

ま

　

　
す

。

ど

う
か

紙

と

筆
を
お

貸
し

く

だ

さ
い

。

一

筆
書
き

置
き

　

　
を

し

て

お

兄

様
に

お

伝
え

し
、

私
の

誠
意

を
示

そ

う

と

思

い

　

　
ま

す
。

」

諸

葛

均
が

文

房

四
宝

を

持
っ

て

き

た
。

玄

徳
は

凍

　

　
つ

た

筆
に

息
を

吐

き
か

け
、

さ
っ

と

便
箋

を
広

げ
た

。

そ

の

　

　

手

紙
と

は
、

…

…
D

）

こ

こ

で

は
、

杜
荀

鶴
の

詩

や

『

平
話
』

の

描
写

と

異

な
り
、

手

紙

を

書
き

残

す
こ

と

と

な
っ

て

い

る

が
、

書
き

置
き
を

残
し

て
い

る

点

に

相
違

は

な

い
。

こ

の

様
に
、

不

在
の

隠

者
に

対
し

て

詩
や

手

紙

を

書
き

残
す
、

と

い

う

『

平

話
』

・

『

演

義
』

の

三

顧

茅

廬

故

事
に

均
し

く

見
ら

れ
る

描
写

に

つ

い

て

も
、

や
は

り

實

鞏
や

杜
荀
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鶴
が

詠
じ

た

「

尋
隠
者

不
遇
」

を
主

題

と

す

る
詩
の

影
響
を

受
け

て

い

る

可

能
性
が

あ
る

も
の

と

考
え

ら

れ

る
。

　
「

尋

隠
者

不
遇
」

詩
と

し

て

最
後
に
、

韋

応
物
が

詠
じ

た

「

休

　
　

　

　
　

　

　
　
　　

仮

日

訪

王

侍
御
不
遇
」

を
取

り

挙
げ
る

こ

と

と

し

た

い
。

　
　
九

日

驅
馳
「

日

閑
　

　
九

日

駆
馳
し

て
一

日

閑
な
り

　
　

尋
君

不

遇

又

空

還

　
　
君
を

尋
ね

て

遇

は

ず

又

空

し

く

還

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
る

九

日

間
あ

く
せ

く

働
き
、

「

日

暇

な
時

間
が
で

き
た

の

で

あ

な
た

を
訪
ね

た

が
、

遇

う

こ

と

が

で

き

ず
に

空

し

く

帰
途
に

就
く
、

と

い

っ

た

内

容
の

詩
で

あ

る
。

　一

連
の

「

尋

隠
者
不

遇
一

詩

は
、

隠

者
と

遇

え

な

い

こ

と

を

大
前

提
と
す

る

作
品

群
で

あ
り

、

従
っ

て

本
詩

に

見

ら

れ

る
、

「

尋
君

不
遇

又

空
還
」

と
い

う
一

句
は
、

「

尋

隠
者
不
遇
」

詩
の

核
心

を

突
く

表
現
で

あ

る

と

言

え

よ

う
。

そ

し

て
、

こ

の

韋

応
物

の
一

句
に

極
め

て

類
似
す

る

表

現
が
、

後
世
の

三

顧
茅

廬

故

事
の

中
に

も

散
見

さ
れ

る

の

で

あ

る
。

『

平

話
』

の

巻

中
に

は
、

次
の

よ

う

な

詩
が

収
め

ら

れ
て

い

る
。

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
い

つ

く

獨

跨

青
鸞
何

處

遊

多
應

仙
子

會
瀛

洲

尋
君

不

見
空

歸
去

　
　

野

草
閑
花
滿

地
愁

こ

の

七

言

絶

句
は
、

際
に

引
用
し

た
、

独

り

青
鸞
に

跨
り

何
処

に

か

遊
ぶ

多
く

応
に

仙

子

瀛
洲

に

会
す
べ

し

　
　

　

　
　

あ

君
を

尋

ね

て

見
は

ず

空
し

く

帰
り

去

る

野

草

閑
花

地
に

満
ち
て

愁
ふ

　

　
　

　

　

　
　

　
先
に

書
き

付

け
の

存
在
に
つ

い

て

言

及

す
る

　

　
　

　

　

　
　
「

便

令
人

磨
得
墨
濃

、

於
西

牆
上

写

詩
一

首
。

」

と

い

う
記

述
に

続

く
も
の

で

あ

り
、

劉
備
が
西

の

壁
に

し

た

た

め

た

詩

が
、

右
の

絶

句
と

な
っ

て

い

る
。

そ

の

三

句
目

に
、

「

尋

君

不

見
空

帰
去
」

と

あ
り

、

字

句
に

多
少

の

差
異
は

見
ら

れ

る

も
の

の
、

韋

応
物
の

詩
と

非

常
に

近
い

句
作
り

に

な
っ

て
い

る

こ

と

は

明

ら
か

で

あ
ろ

う
。

他
に
、

『

平

話
』

と

同

じ

く

元
の

時

代
に

成

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　り

立

し

た

無
名
氏

の

戯
曲

、

「

諸

葛
亮

博
望

焼

屯
」

の

第
一

折
に

お

い

て

も
、

ほ

ぼ

同

様
の

表

現
を
見

る
こ

と

が

で

き

る
。

　

　

則
今
日

直
至

臥
龍

岡
訪

孔
明
、

走
一

遭
去

。

獨

跨
蒼
鸞

何
處

　

　

游
、

神
仙

多
管
赴

瀛
洲

。

訪
君
不

遇
空

回
首
、

若

的
那

野
草

　

　

閑

花

滿
地

愁
。

（

さ
て

本

日

は

臥

龍
岡
に

孔
明

殿

を

お

訪
ね

　

　
し

、

一

目
お

会
い

す
る

と

し

よ
う

。

一

人

青
い

鸞
に

跨
っ

て

　

　
一

体
ど
こ

で

遊
ん

で

お
ら

れ
る

や
ら

、

仙

人
は

恐
ら

く
瀛
州

　

　
に

で

も
行
っ

て

い

る
の

だ
ろ

う
。

あ

な
た

を
訪
ね

る

も
遇
う

　

　

事

叶
わ

ず
空
し

く

引
き
返

し
、

か

の

野

草
や

野

花
は

愁
い

に

　

　

満
ち

る

事
に

な

る
。

）

こ

れ

は
、

劉

備
が

三

度

目
の

訪
問

を
行
う

場

面
に

相

当
し

、

そ
の

後
半
部

分
に

は
、

一

部
字

数
の

揃
わ

な
い

箇

所
が

あ
る

も
の

の
、

先
の

『

平
話
』

と

ほ

ぼ
同

じ

形
の

絶
句
が

収
め

ら
れ
て

い

る
。

そ

し

て
、

三

句

目
の

「

訪

君
不
遇

空
回

首
」

と
い

う
表

現
か

ら

は
、

や

は

り

韋

応
物

詩
と

の

共

通

性

が

伺
え

よ

う
。

　一

方
、

『

演

義
』

の

中
で

該
当

す
る

表

現
を
確

認
す
る

と
、

版

本
間
に

少
な
か

ら
ざ

る

異

同
の

見
ら
れ

る

こ

と

が

明
ら
か

と
な
っ

た
。

は

じ

め

に
、

こ

れ
ま

で

と

同

じ

く

嘉
靖
壬

午
本
『

三

国
志
通

俗
演

義
』

第
八

巻
「

玄

徳
風

雪

訪
孔
明
」

に

拠
っ

て

該

当
箇

所
を

確
認

す
る

と
、

次
の

よ

う
に

記
さ
れ

て

い

る
。

　

　

正

値
風

雪
滿
天

、

回

望
臥

龍

崗
、

悒

怏
不

已
。

後
人

有
詩

、

　

　

單
道

風

雪
訪

孔
明

。

其
詩

日
、

一

天

風
雪

訪
賢

良
、

不

遇
空
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回

意
感

傷
。

…

…
。

又

詩

日
、

見
説

南
陽

隱
士

賢
、

相

邀
不

　

　
見
又

空

還
。

…

…
。

（

折
し

も
空
一

面
の

吹

雪
と

な

り
、

臥

　

　
龍

岡
を

振
り

返
っ

て

は
気
が

ふ

さ
ぐ

。

後

代
の

人
に

詩
が

あ

　

　
り

、

劉
備
が

吹
雪
の

中
、

孔
明

を

訪
ね

た

事
を

詠
じ

て

い

る
。

　

　
そ
の

詩
と

は
、

一

天
の

風

雪
に

賢
良
を

訪
ね

、

遇

わ

ず
し

て

　

　

空
し

く

回

り

意

感
傷
す

。

…

…
。

も

う
一

首
の

詩

は
、

　

　
い

う
な
ら

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

あ

　

　
見

説

く

南

陽
の

隠
士

賢
な
り

と
、

相
邀
え

て

見
わ

ず

又

　

　
空
し

く
還

る
。

…

…
。

）

二

度
目
の

訪

問
を

行
う
も

、

孔
明
に

遇
え

な
か
っ

た

劉
備
皿

行
が
、

諸
葛

均
に

い

と

ま
を

告

げ
て

帰
る

途
中
の

描
写

で

あ

り
、

二

首
の

詩
が

引
用
さ
れ

て
い

る
。

｝

首
目

の

詩
に

お

い

て

は
、

「

訪

賢
良
」

や

「

不

遇
空

回
」

と

い

っ

た

表

現
が

、

「

尋

隠
者

不

遇
」

詩

と

の

関

わ

り

を

感
じ

さ

せ

る

も
の

と

な
っ

て

い

る
。

そ

し

て
、

二

首
目

の

詩
に

見
ら

れ
る
「

相
邀

不

見
又

空

還
」

の
一

句
が

、

韋

応
物
詩
、

並
び

に

『

平
話
』

や

戯
曲
の

表

現
に

類

似
す
る

も
の

で

あ
る

こ

と

は
、

容
易
に

見

て

取

れ
よ

う
。

し

か

し
、

韋

応
物
詩

や
『

平
話
』 、

戯

曲
の

表
現

で

は
一

貫

し

て

「

尋
〔

訪
〕

君

不

遇

〔

見
〕
」

と

な

っ

て

お

り
、

嘉
靖
壬

午

本
に

お

け

る

「

相
邀
不
見
」

と

は

多
少
の

隔

た

り

が

感
じ

ら
れ

る
。

嘉
靖
壬

午
本
で

は
、

動
詞
を

「

邀
」

と

す

る

こ

と

に

よ
っ

て
、

単
純
に

孔
明
に

遇
う
ば

か

り

で

な

く
、

孔

明
を

自
軍
に

迎

え
入

れ
よ

う
と

す
る

劉
備
の

強
い

願

望
が

投

影
さ

れ

た

形
に

な
っ

て

い

る

も
の

と

考
え

ら
れ
る

。

そ

れ
は

、

嘉
靖
壬

午
本
の

句

作
り

が
、

三

顧
茅

廬
故
事
に

特

化
さ

れ
る

こ

と
に

よ
っ

て

生

じ

た
、

『

平

話
』

や

戯
曲

に

比
べ

て
一

段

階
発

展
し

た

表

現

に

な
っ

て

い

る

も

の

と

も

言
え

よ

う
。

　→

方

で
、

『

演

義
』

の

各

版
本

間
に

お

い

て
、

当

該
部

分
の

字
句
が

些

か

異

な
っ

て

い

る

こ

と

は
先

述
の

通
り

で

あ

る
。

こ

こ

で

は
、

二

首
日
の

詩
、

即
ち

嘉

靖
壬

午
本

が

「

見

説
南
陽

隠
士

賢
、

相

邀

不

見
又

空
還

。

」

と

表

現
す
る

部
分
の

み

に

対

象
を

絞
っ

て
、

版
本
の

系

統
ご

と

に

異
同

を

検
証

す
る
こ

と

と

し

た

い
。

は

じ

め

に
、

嘉
靖
壬

午
本
と

同
じ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
バ
ま
　
　
　
　

　
　
　
　ハ
むヤ

く
二

十
四

巻

本
系
統
に

属
す
る

周
日

校

本、

夏
振

宇
本

、

並
び

に

　

　

　

　
ハ
う

李
卓
吾

評
本

を
見
る

と
、

次
の

よ

う
に

な
っ

て
い

る
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

い

ふ

な

ら

　

　

見
説

南
陽
隱
士

賢
　

　
見
説

く

南
陽
の

隠
士

賢
な
り

と

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
あ

　

　

相
隨
不

見
又

空
還

　

　
相

随
ひ

て

見

は

ず

又

空
し

く

還
る

二

十
四

巻
本
系
統
の

三

種
は
、

嘉
靖
壬

午
本
が

「

相
邀
」

と

し

て

い

た

部
分
を

「

相
随
一

に

作
っ

て

い

る
。

こ

こ

で
の

「

随
」

は
、

追
い

求
め

る
、

追

求

す
る
、

と
い

っ

た

意
味
で

用
い

ら

れ
て

い

る

も
の

と

考
え

ら
れ

、

嘉
靖
壬

午
本
同

様
、

単

純
に

孔

明
に
遇

お
う

と

す
る

以

上

の

意

図
を

含
む

表

現
と

言
え
よ

う
。

次
に
、

二

十
巻

繁

本
系
テ

キ
ス

ト

に

よ
っ

て

該

当
箇

所
を

見
る
こ

と
と

す
る

。

現

存
す

る

中
で

は

嘉
靖
壬

午
本
に

次
い

で

古
い

版
本
と
な

る

葉
逢
春

　ハ
ま

　

　

　

　

　

　

　
ハ
ま
　
　

　
　

　
　

　
　

　ハ
き

本
、

更
に

余

象
斗
本、

志

伝

評
林

本
で

は
、

何
れ
も

共
通
し

て

以

下

の

よ

う
な

表
記
と

な
っ

て

い

る
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

い

ふ

な

ら

　

　

見
説

南
陽

賢
士

隱

　

　
見
説

く

南
陽
に

賢
士

隠
る

と

　

　

相

尋

不
遇

又

空

還

　

　
相

尋
ね

て

遇
は

ず

又
空

し

く
還

る

『

句

目
の

「

賢
士

隠
」

の

語

順
が
、

二

十

四

巻
本

系
統
と

異
な
つ

て

い

る

点
は

ひ

と

ま

ず
措
く

と
し

て
、

注

目
す
べ

き
は

二

句
目
の

表
現
で

あ
る

。

「

相

尋

不

遇
」

に

お

け
る

「

尋
」

と

「

遇
」

が
二

十
四

巻

本

系
統
と
の

決
定
的

な

相
違
点
で

あ

り
、

そ

し

て

韋

応
物

詩
と

の

浅
か

ら
ぬ

関

係
性
を

示

唆
す
る

も

の

と

な
っ

て

い

る
。

二

120

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society of Chinese Literature of the Middle Ages

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　of 　Chlnese 　Lrterature 　of 　the 　Mlddle 　Ages

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
ハ
おけ

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　
　
ゆソ

十

巻
繁
本

系
テ

キ

ス

ト
で

は

他
に

、

鄭
少
垣

本
と

楊

閾
斎
本
が

何

れ

も
、

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

い

ふ

な

ら

　

　
見

読
南
陽
隱
士

賢

　
　
見

説
く

南
陽
の

隠
士

賢
な

り
と

　

　

相

尋

不
遇

又

空
還

　

　
相
尋
ね

て

遇
は

ず

又

空
し

く

還

る

と

表
記

し

て

い

る
。

一

句
目
の

表
記

は

二

十

四

巻
本

系
諸

本
と
一

致

す

る

も

の

の
、

二

句

目
の

表
記

は
二

十
巻

繁
本

系
諸

本
の

間
で

共

通

す

る

結

果
と

な
っ

て

い

る
。

更
に

、

二

十
巻
簡
本

系
テ

キ
ス

ト
に

つ

い

て

も

該
当

部

分
の

調

査

を

行
っ

た

と

こ

ろ
、

劉
龍

田

　
を

本
が

葉
逢

春
本
、

及

び

余
象

斗
本

、

志
伝

評
林

本
と

同
じ

く
、

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
い

ふ

な

ら

　

　

見

読
南

陽
賢
士

隱

　

　
見
説

く

南
陽
に

賢
士

隠
る

と

　

　

相
尋

不

遇
又

空

還

　
　
相

尋
ね

て

遇

は

ず

又

空

し

く

還

る

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
ハ
む

に

作
っ

て

お

り
、

ま

た

劉
栄

吾
本

は

鄭
少

垣

本
、

楊

閏
斎
本
に

等

し

く
、

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
い

ふ

な

ら

　

　

見
説

南
陽
隱

士

賢

　

　
見
説

く

南

陽
の

隠
士

賢
な
り

と

　

　

相

尋

不
遇

又

空
還

　
　
相
尋

ね
て

遇

は

ず

又

空
し

く

還
る

と

表

記
さ

れ
て

い

た
。

　一

句

目
を
「

賢
士

隠
」

と

す

る

か
、

「

隠

士

賢
一

と

す

る

か
の

違
い

は

あ

る

も

の

の
、

二

句
目

の

表

現
に

関

し

て

は

二

十

巻

本
全

体
を

通

し

て

完
全
に
一

致
す
る

結

果
と

な
っ

糧
　

以

上
、

『

三

国

志
演

義
』

の

三

顧

茅
廬

故

事
に

付

帯

す
る

詩
を

め

ぐ
っ

て
、

韋

応
物
が

詠
じ

た

「

休
仮

日

訪

王

侍

御
不

遇
」

と
の

比

較
を

行
っ

た

結

果、

志

伝
本
、

或
い

は

福
建

本
と

も
称

さ

れ

る

二

十

巻
本

系

諸
本
の

方

が
、

よ

り

韋

応
物

詩
に

近

い

表
現
と

な
っ

て

い

る

こ

と

が

明

ら
か

と

な
っ

た
。

冊

演
義
』

の

版
本

を

め

ぐ
っ

て

は
、

嘉
靖
壬

午
本

に

先
立
つ

旧

本
の

存

在
が

早
く

か

ら

指
摘
さ

　

　
　

　
ヨ

れ
て

お

り
、

更
に

嘉
靖
壬

午
本

を
は

じ

め

と

す
る

二

十

四

巻

本
系

諸

本
よ

り

も
、

二

十
巻

本
系

諸
本
の

方
が
、

よ

り

古
い

形

態
を
留

め

て

い

る

で

あ
ろ

う
可

能
性
に
つ

い

て

も
、

し

ば

し

ば

指
摘
が
な

　

　
　

　

あソ

さ

れ
て

い

る
。

右
に

論
じ

て

き
た

、

韋
応
物

詩
と
三

顧
茅

廬
故

事

を
め

ぐ
る

諸
版

本
の

比

較

考
察

結
果
も
、

こ

う
し

た

先
行

研
究
を

裏
付

け
る

上

で
、

有
力
な
一

資

料
と
な

り

得
る
の

で

は
な
い

だ
ろ

う
か

。

　

　
ま

と

め

　

『

三

国
志

演

義
』

の

中
で

も
出

色
の
一

揚

面
と

言
え
る

三

顧
茅

廬
故

事
に

つ

い

て
、

『

三

国

志
』

諸

葛

亮
伝

や

「

出

師
の

表
」

と

い

っ

た

原

点

に

相

当
す

る

資

料
か

ら
、

『

平

話
』

・
『

演
義
』

に

至

る

ま

で

の

変
遷

過
程

を
追
っ

て

き
た

。

そ
の

中
で

、

三

顧
茅

廬
故

事
そ

の

も

の

に
つ

い

て

は
、

六

朝
以

来
、

唐
・

宋
に

至

る

ま
で

内

容
上

に

大

き
な

進

展
が

見

ら
れ

な
か

っ

た

こ

と
、

　一

方
で

廬
を

出

て

劉
備
に

仕
え

る

以
前
の

諸
葛

孔

明

に

対

し

て
、

宋
代
以

降
次

第

に

隠
者
と

し

て

の

形

象
が

付
与

さ

れ
、

更
に

陶
淵
明

像
と

の

融

合

が

図
ら

れ
て

き

た

こ

と
、

並
び

に

こ

れ

と

平

行
し

て

唐
代
に

数
多

く

詠
ま

れ

た

「

尋

隠
者

不
遇
」

詩
の

中
か

ら
、

後
世
の

三

顧

茅
廬

故
事
へ

と

繋
が

る

様
々

な

要

素
が

見
出
せ

た

こ

と

に

つ

い

て
、

考

察

を

進
め

て

き
た

。

ま

た
、

『

演

義
』

の

三

顧

茅
廬

故
事
に

見

ら

れ

る

詩
を

め

ぐ
っ

て
、

「

尋

隠
者

不

遇
」

詩

と
の

関

わ
り

か

ら
、

明
代
以

降

陸
続
と

出

版
さ
れ

た

『

三

国
志

演

義
』

版
本
の

う
ち

、

二

十

巻
本

系
諸

本
の

方
が

所
謂

「

旧

本
」

に

よ

り

近
い

で

あ
ろ

う

可
能
性

に
つ

い

て

も
、

改
め

て

指
摘

す
る

こ

と

が

で

き

た
。

121

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society of Chinese Literature of the Middle Ages

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　of 　Chlnese 　Llterature 　of 　the 　Mlddle 　Ages

　

な
お

、

「

尋

隠
者
不

遇
」

の

形
式

を
取

る
一

連
の

詩
に

お

い

て
、

「

尋

諸
葛

亮
不

遇
」

と

い
っ

た

内

容
の

詩
は

現
時

点
で

見
出

す
に

至
っ

て

お

ら

ず
、

ま

た

実

際
に

そ

う
し

た

詩
が

存
在
す
る

可

能
性

も
極
め

て

低
い

も
の

と

推
測
さ

れ
る

。

そ

れ

は
、

「

尋
隠

者
不

遇
」

詩
が

詩

人
の

個
人
的

経
験
に

基
づ

く

も
の

で

あ

り
、

同
時

代
の

隠

者
を

尋
ね

る

こ

と

が

大

原
則
と

な
っ

て

い

る

た

め

で

あ

る
。

し

か

し
　

方

で
、

「

尋

隠

者

不
遇
」

詩

と

『

平

話
』

や

『

演
義
』

の

三

顧

茅
廬

故
事
と

を

直
接
的
に

結
び

つ

け
る

資
料
に

つ

い

て

は
、

今

後

も

引
き

続
き

調
査

を

行
う
必

要

が

あ
る

。

ま

た
、

三

顧
茅
廬

故

事
を
め

ぐ
っ

て

は
、

三

度
目
の

訪

問
に

際
し

て

劉
備
が

三

日

間
の

斎
戒

沐
浴
を

行

う
記

述

や、

諸
葛

亮
が

昼

寝

を
し

て

劉
備
を
外

で

待
た

せ

る
、

と

い

っ

た

記
述
な

ど

も
見

ら

れ
る

。

こ

れ

ら

の

描

写

が

三

顧

茅
廬

故
事

に

取

り

込

ま

れ

る

に

至
っ

た

過

程
に

つ

い

て

は
、

い

ず
れ

稿
を

改
め

て

論
ず
る

こ

と

と
し

た

い
。

（

注
）

（
1

∀

こ

こ

で

は
、

今
目

最
も

通

行
し

て

い

る

毛
宗

崗
批
評
本
『

三

国
志

演
義
』

の

記
述

内

容
に

従

う
。

テ
キ

ス

ト
に

は
、

『

三

国
演
義
』

〔

作
家

出
版

社、

　一

九

五
九

年

査

九

五

三

年

初
印
ご

を

用
い

た
。

（
2
）

コ
ニ

国
志

物
語
」

と

い

う

語

は

先
行

研
究
に

も

し

ば
し

ば

見
る

こ

と

が

で

き

る
。

例

え

ば
、

大
塚

秀
高

「

剣
神
の

物
語
」

（

上
）

1
関

羽

を
中
心

と

し

て

i
（
『

埼
玉

大
学
紀
要
』

第
三

十
二

巻
、

一

九

九
六

年
）

に
、

「

『

三

国
志

演
義
』

の

母

体
と

も

な
っ

た

民

問

説
話
群
を
三

国
志
物

語
の

名

で

よ

ぶ
」

と

あ

る
。

ま

た
、

拙
稿

「

『

三

国

志

物
語
』

に

お

け

る

赤
壁
の

戦
い

と

甘
露
寺

説

話
」

（

『

中
国

中
世
文
学
研
究
』

第
四

十
五
・

四

十
六

合
併
号

、

二

〇

〇

四

年
）
、

及

び

「

『

三

国
志
物

語
』

の

形
成
−

蜀
地

方
に

伝
わ

る

張
飛

廟
説

話
を
中
心

に

　

ス
『

中

国
古
典
小

説
研
究
』

第
十

号
、

二

〇
〇

五

年）

参

照
。

（
3
）

近

年
、

三

顧
茅
廬
故
事
に

言
及
し

た

も
の

と

し
て

は
、

天

行

健

著

　
『

正

品

三

国
』

（
花
山

文
芸
出

版
社

、

二

〇

〇
六

年）

三

十
六

「
『

三

顧

茅
廬
』

　

五

箇
字
与

七

千

字
」

に
、
「

本
来

在
《

三

国
志
・

渚
葛
亮
侍
》

中
，

三

顧

茅
声
的
近
程
只

有
『

凡
三

往
，

乃
見
』

五
个
字

，

即
或
加
上

　
《

隆
中
対
策
》

的
内
容

，

也
忌
共
不

這

四
百
字
左
右

，

衆

三

国
志
平
活
》

中
有

飛

三

顧
孔

明
》

一

市
，

写
得
也
比

較

草
率
浅
薄

。

奔

演
文
》

却
友

展
成

力

七
千
多

字
的

精
彩

文
章

，

可

渭
独

具
匠

心
，

出

手
不
凡
。

」

と

あ

り
、

ま
た

沈

伯
俊
・

譚

良
嘯
編
著
『

三

国
演
義
大
辞

典
』

（

中
華
書

局
、

二

〇
〇
七

年
）
「
淵

源
・

人
物
・

情
節
」

三

顧

茅
廬
に
、
「
按
．．

《

三

国

志
・

蜀

有
・

渚

葛
亮

佶
》

写
三

頤

茅

庚

仮
一

句
活．．
「

由
是
先

主

遂

脂
亮

，

凡
三

往
，

乃

児
。

」

企
二

国
志

平
橘
瑠

巻
中
盃

三

願
孔

明
暫

一

芍
，

写
得
粗
率

浅
陋
。

《

演

文
彫

在
此

基

磯
上

精
心

創
造
，

將

＝
二

顧
」

道

程
冩
得

婉

曲
多
致
，

遂
成
千

古

佳

話
。

」

等
と

見

え

る

が
、

い

ず
れ

も

三

顧

茅
廬

故
事
の

詳
細
な

形

成
過
程
に

は

触

れ

て

お

ら

ず
、

『

演
義
』

に

よ

る

創
作

と

み

な

し

て

い

る
。

（
4
）

『

三

国

志
』

巻
三

十
五

所
収

。

テ

キ

ス

ト

に

は
、

陳
乃

乾
校
点

『

三

国
志
』

（
中
華
書
局

、

一

九

六

四

年

二

九

五

九

年
初

印
＞
V

を

用
い

た
。

（
5
）
『

文

選
』

巻

三

十
七

所
収

。

テ

キ
ス

ト

に
は
、

『

文

選

附
考
異
』

（

芸

文

印
書
館
影

印、

［

九

六
七

年）

を

用
い

た
。

（
6V

『

弘
明

集
』

巻
十
｝

所

収
。

テ

キ
ス

ト

に

は
、

「

四

部
叢
刊
」

初

編
・

子

部
所
収
『

弘

明

集
』

を

用
い

た
。
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（
7

）

他
に

、

徐

陵
の

「

諫
仁

山

深

法
師
罷

道
書
」

〔
テ

キ
ス

ト

は

厳
可

均
校

輯
『

全

上

古
三

代
秦

漢
三

国
六

朝
文
』

（
中

華
書
局

影

印、

　一

九

八

五

年

2
九

五

八

年

初
印
〉

）
）

に
、

「

敬

度
高
懐

、

未

解
深
意

、

將

　
　
　

　

　
　
　
　
マ

マ

非
帷
帳
之

策、

欲
集
劉

侯
、

形
類
臥

龍
、

擬
求
葛
氏

。

黄
石

兵

法
、

寧

可
再

逢、

三

顧

茅
廬
、

無
由
兩
遇
。

」

と
の

例
が

見
ら

れ

る
。

（
8
）

『

全

唐
詩
』

巻

六

百
二

所

収
。

テ

キ

ス

ト

に

は
、

『

全

唐
詩
』

（

中

華
書
局、
　一

九
七

九

年

（

一

九

六

〇
年
初
印
〉
）

を
用
い

た
。

（
9
）

諸
葛
亮
の

茅
廬

の

所
在
地

を

め

ぐ
っ

て

は
、

『

三

国
志
』

巻
三

十

五
・

蜀
書
「

諸
葛

亮
伝
」

裴

松

之

注

引
『

漢
晋

春
秋
』

〔
テ

キ

ス

ト

は

注
4
前
掲）

に
、

「

亮

家
于

南
陽

之

郵
縣
、

在
襄
陽

城
西
二

十

里
、

號

日

隆
中
。

」

と

あ
り
、

一

方
、

『

文

選
』

巻
三

十
七

所
収
「
出

師
表
」

（
テ

キ
ス

ト

は

注

5
前

掲
）

に
、

「

臣

本
布

衣
、

躬

耕
於
南

陽、

苟
全

性

命

於
亂

世、

不

求
聞

達
於

諸
侯

。

」

と

あ

る

こ

と

か

ら
、

古
来
よ

り

湖
北

省
襄
樊
市
と

す
る

説
、

河

南
省

南
陽

市
と

す

る

説
の

両

者
が

共

存
し

て

き
た

。

し

か

し
、

松
浦
友

久
著
『

詩

歌

三

国
志
』

第
二

章
（

新
潮
社、

　一

九

九

八

年
）

に
、

コ

ニ

国
の

魏
の

時
代

に
、

当
の

襄
陽
が

『

南

陽
郡
』

か

ら

独
立

し

て

『

襄

陽
郡
』

と

呼

ば

れ

る

よ

う
に

な
っ

て

以

後、

襄
陽

か

ら

は

急
速
に

『

南

陽
郡
』

の

イ
メ

ー

ジ

が

消
え

る

こ

と

に

な

る
。

そ

の

た

め
、

『

南
陽
の

諸
葛
亮
』

と

い

う
表

現
は
、

い

っ

そ

う

容
易
に

『

河

南
南
陽
の

諸

葛
亮
』

と

受
け

と

ら
れ

る

よ

う

に

な
っ

て

し

ま
っ

た
。

・

…

史
実

と
し

て

は
、

孔

明

隠
棲
の

地

は
、

湖

北
の

襄

陽
西

郊

に

ほ

か

な

ら

な
い

。

」

と

あ

り
、

ま

た

天

行
健
著
『

正

品
三

国
』

（
花

山

文
芸
出
版

社
、

二

〇

〇
六

年
）

三

十
四

「

諸

葛
亮

『

躬

耕
之

地
』

」

に
、
「

襄
陌
、

南
阻

之
争
大
釣
从
元
代
便
升

始
了

，

【

宜
相
持
不
下

。

…

…

在
前
些

年
，

国

内
学

木
界

曽
集
会

対
此

事

展
升
近
争
槍

，

絶
大
多
数
人

都
圦
力
渚

葛

亮
的

躬
耕
之
地
庇

在
今
湖

北

襄
樊
市
的

隆
中
，

基
本
上

己

成
力
定
槍

、

」

と

あ

る

な

ど
、

近
年
で

は

湖

北
省
襄

樊
市
説

が

有
力

視
さ
れ

て

い

る
。

（
10
）

『

全

唐
詩
』

巻
六

百

四

十
三

所
収

。

（
11
）

『

新
雕
注

胡
曾
詠
史

詩
』

巻
一

所
収

。

テ

キ

ス

ト

に

は
、

「

四

部
叢

刊
」

三

編
・

集
部
所
収
『

新
雕
注

胡

曾

詠
史
詩
』

を

用
い

た
。

（
12
）

『

蘇
軾

詩

集
』

巻

十
所
収

。

テ

キ
ス

ト

に

は
、

孔

凡

礼

点
校
『

蘇

軾
詩

集
』

（

中
華
書
局

、

一

九

八

二

年
）

を

用
い

た
。

（
13
）
『

蘇

軾
詩

集
』

巻
十

所
収
。

（
14
）

『

黄
庭

堅

詩
集
注
』

巻
一

所

収
。

テ

キ
ス

ト

に

は
、

劉

尚

栄
校
点

　
『

黄
庭
堅

詩

集
注
』

（
中

華
書
局

、

二

〇
〇
三

年
∀

を
用
い

た
。

（
15
）

『

剣
南
詩

稿
校
注
』

巻
九

所

収
。

テ

キ
ス

ト

に

は
、

銭

仲
聯
校
注

　
『

剣
南
詩
稿
校
注
』

（
上

海

古
籍
出

版
社、

→

九

八

五

年
）

を
用

い

た
。

（
16
）

『

冊

府

元

亀
』

巻

二

百
六

「

閏

位
部
・

礼

賢
」

所
収
。

テ

キ

ス

ト

に

は
、

『

冊

府

元
亀
』

（

中
華
書
局

影
印、

一

九

六

〇
年
）

を

用
い

た
。

（
17
）

『

白

孔

六

帖
』

巻
九

十

五

「

龍
」

所
収

。

テ

キ
ス

ト

に

は
、

四

庫

類

書
叢
刊
『

白

孔

六

帖
』

（

上

海

古

籍
出

版

社、

一

九

九

二

年）

を
用

い

た
。

（

8Σ
）
『

禅
林
宝

訓
』

巻
一

所
収

。

テ

キ

ス

ト

に

は
、

『

大
正

新
修
大
蔵
経
』

第

四

十
八

巻
「

諸
宗
部
五
」

（
大

正
一

切

経
刊
行
会

、

　一

九
二

八

年）

を

用
い

た
。

（

19
）

『

詩

品
注
』

巻

中
所

収
。

テ

キ
ス

ト

に

は
、

郭
紹

虞
主

編

『

詩
品

注
』

（

入
民
文

学
出
版
社

、

一

九

九

八

年
く

一

九
六
一

年
初
印
∀
）

を
用

い

た
。

（

20
）

『

黄
庭
堅

詩
集
注
』

巻
一

所

収
。

（

21
）

『

宋

書
』

巻
九

十
三

「

隠
逸

伝
」

〔

テ

キ

ス

ト

は

『

宋
書
』

（

中
華
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書
局
、

　一

九

七

四

年
）

）

に
、

「

陶

潛
字
淵
明
、

或
云

淵
明

字
元

亮
。

一

と

あ

り
、

昭

明
太

子
「

陶
淵

明

伝
」

（

テ

キ
ス

ト

は

袁

行
霈
撰
『

陶
淵

明

集

箋
注
』

（

中
華
書
局
、

二

〇

〇
三

年
）
）

に
、

「

陶

淵
明
字

元
亮

、

或

云

潛

字
淵
明

。

」

、

ま

た

『

晋
書
』

巻
六

十
四

「

隠
逸
・

陶
潜

伝
」

（
テ

キ
ス

ト

は

『

晋

書
』

（

中

華
書

局、

　一

九

七

四

年
ご

に
、

「

陶

潛
字
元

亮
。

」
、

更
に

『

南
史
』

巻
七

十
五

「

隠

逸
上
・

陶
潜
伝
」

（
テ

キ
ス

ト

は

『

南
史
』

（

中

華
書

局
、

　一

九

七

五

年
）
）

に
、

「

陶
潛
字

淵
明、

或

云

字
深

明
、

名
元

亮
。

」

と

あ

る
．

（
22
）

『

黄
庭

堅

詩

集
注
』

巻
九

所
収

。

（・
23
）

『

黄
庭

堅

詩

集
注
』

巻
九

所
収

。

（

24
）

陶
淵

明

と

諸

葛
亮

を
結
び

つ

け

る

発

想
に
つ

い

て

は
、

李

剣
鋒
著

　
『

元

前
陶
淵
明

接

受
史
』

第
四

編
・

第
一

章
・

第
→

節

（
斉
魯

書
社
、

二

〇

〇
二

年
）

の

中
で
、

黄
庭
堅
の

「

宿
旧

彭

沢
懐
陶

令」

詩
を

引
用

し

た

上

で
、

「

把
陶
渊
明
看
成
「

源
肘
委
命
」

的
「

英
雄
」
、

偖
葛
亮
，

逮

在
陶

渊

明
接

受
史
上

込

是
第
｝

次
、

它
幵

后
了
南
宋
辛
弃
疾

、

朱
熹

等
人
捻

陶
力
「

訃
北
渚
葛
」
、

「

豪
放
」

的
先
河
。

」

と

論
じ

ら

れ

て

お

り
、

や
は

り

黄
庭
堅
が

そ
の

嚆
矢
で

あ

ろ

う

と

考
え

ら

れ

る
。

（
25
）

『

稼
軒
詞
編
年

箋
注
』

巻
二

所
収。

テ

キ
ス

ト

に

は
、

鄲
広

銘

箋

注
『

稼
軒
詞

編

年
箋

注
（
定
本
）
』

（
上

海
古

籍
出
版
社
、

二

〇
〇
七

年
）

を
用
い

た
。

（
26
）

『

稼
軒
詞
編
年
箋
注
』

巻

四

所
収

。

（
27
）

『

畳
山
集
』

巻
一

所

収
。

テ

キ
ス

ト
に

は
、

「
四

部
叢
刊
」

続
編
・

集
部

所
収
『

畳
山
集
』

を
用
い

た
。

（
28
）

陶
淵

明
が

廬

を
構

え

て

い

た

こ

と

に

関
し

て

は
、

「

戊
申
歳
六

月

中
遇
火
」

（

『

陶
淵
明

集
箋
注
』

巻
三
）

に
、

「

草
廬

寄
窮

巷
、

甘
以

辭

華
軒
。

一

と

あ

り
、
「
飲

酒
二

十

首
」

其
五

（
『

陶
淵

明

集
箋

注
』

巻
三
）

に
、

「

結
廬
在

人

境
、

而

無
車

馬
喧
。

」

と

あ

る
。

テ

キ
ス

ト

は

注
21
前

掲
。

（

29
）

石

川

忠
久

「

『

尋

隠
者
不
遇
』

詩

の

生

成
に

つ

い

て
」

（
小

尾

博
士

古
稀
記

念
事

業
会
編

纂
『

小

尾

博
士

古
稀
記

念
中
国
学
論

集
』

（

汲

古

書
院、

　一

九

八

三

年
）
）

参
照

。

（
30
＞

『

全
唐
詩
』

巻
一

百

二

十

九

所

収
尾

（
31
）

『

賈
島
集
校

注
』

附
集
所

収
。

テ

キ

ス

ト

に

は
、

斉

文

榜
校
注

『

賈

島
集
校
注
』

（

人
民

文

学
出

版
社

、

二

〇
〇
｝

年）

を

用
い

た
。

（
32
）

以

下
、

特
に

版
本

に

関
す
る

指
定
が

な
い

限
り
、

本

文

は

す
べ

て

嘉

靖
壬

午
本

『

三

国
志
通

俗

演
義
』

に

拠

る
。

テ

キ
ス

ト

に

は
、

『

三

国

志
通
俗

演
義
』

〔

人
民

文

学

出

版
社

影
印、

一

九

七

五

年）

を

用
い

た
。

（
33
）

『

全

唐
詩
』

巻
三

百

所
収

。

（
34V

『

丁

卯
集
』

巻

上

所
収
。

テ

キ
ス

ト
に

は
、

「

四

部

叢
刊
」

初
編
・

集
部
所
収
『

丁

卯
集
』

を

用
い

た
。

（
35
）

『

岑

嘉
州

詩
箋
注
』

巻
之
七

所
収

。

テ

キ
ス

ト

に

は
、

廖
立

箋

注

　
『

岑

嘉
州
詩
箋
注
』

（

中
華
書
局

、

二

〇
〇

四

年）

を

用
い

た
。

（
36
）

『

剣
南
詩

稿
校
注
』

巻
九

所
収

。

（
37
）

『

全

唐
詩
』

巻
二

百
七

十
一

所
収

。

（
38
）

『

杜
荀

鶴
文

集
』

巻
一

所
収

。

テ

キ
ス

ト

に

は
、

宋
蜀

刻
本

唐
人

集

叢
刊
・

『

杜
筍

鶴
文

集
』

（
上

海
古
籍
出
版
社
影
印

、

一

九

九

四

年）

を

用
い

た
。

（
39
）

テ

キ
ス

ト

に

は
、

古
本
小

説

集
成

所
収
『

三

国

志

平
話
』

（
上

海

古
籍
出

版
社
影
印

、

　一

九

九

〇

年
）

を

用
い

、

校
点

本
と

し

て
、

『

三
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国

志

平
話
』

（
上

海
古
典
文

学

出
版
社
、

一

九

五

五

年）

を

適
宜
参

照

し

た
。

（
40
）

『

韋
応

物
集
校
注
』

巻
五

所

収
。

テ

キ
ス

ト

に

は
、

陶
敏

・

王

友

勝
校
注

『

韋
応
物

集
校
注
』

（
上

海

古

籍
出

版
社
、

一

九

九

八

年
）

を

用
い

た
。

（
41
）

『

全

元

戯
曲
』

第
六

巻
所
収

。

テ

キ
ス

ト

に

は
、

王

季
思

主

編
『

全

元
戯

曲
』

（

人
民

文
学
出

版

社
、

　一

九

九

九

年）

を

用
い

た
。

（
42
）

第
四

巻
「
玄

徳
風

雪
訪

孔

明
」

所

収
。

テ

キ
ス

ト

に

は
、

明

清
善

本
小

説

叢
刊

初
編
『

新
刻

校
正

古
本

大
字
音
釈
三

国

志
伝
通

俗

演
義
』

　
（
天
一

出
版
社

影
印

、

一

九

八

五

年
）

を

用
い

た
。

な
お

、

『

三

国

志

演

義
』

の

版
本

系
統
に

つ

い

て

は
、

中
川

諭
『

「
三

国

志
演
義
」

版
本

の

研
究
』

（
汲

古
書
院

、

　一

九

九

八

年）

を

参
照。

（
43
）

第
四

巻
「

玄

徳
風
雪
訪

孔

明
」

所
収

。

テ

キ
ス

ト

に

は
、

三

国

志

演
義

古
版

叢
刊

続
輯
『

目

本
蔵
夏
振

宇
刊
本→
二

国
志

伝
』

（
全

国

図

書

館
文
献
縮
微
複
制
中
心

影

印
、

二

〇

〇
五

年〕

を

用
い

た
。

（

44
）

第
三

十

七

回

「

玄

徳
風

雪
訪

孔

明
」

所

収
。

李

卓

吾
評

本
に

は

複

数
の

版

本
が

存
在
す

る

が
、

本
稿
で

は

現

存
す

る

中

で

最
も

古
い

呉

観

明

本

に

拠
っ

た
。

テ

キ
ス

ト

に

は
、

明

清
善

本
小

説

叢
刊
続

編

『

李

卓

吾

評
三

国

志
』

（
天
一

団
版
社
影

印
、

一

九

九

〇

年
）

を
用
い

た
。

（

45
）

第
四

巻

「

劉
玄

徳
風

雪

訪
孔

明
」

所
収

。

テ

キ
ス

ト

に

は
、

井
上

泰

山

編

『

三

国
志
通

俗
演
義
史
伝
』

（
関

西

大
学
出

版
部
影
印
、

一

九

九
七

年）

を

用
い

た
。

（
46
）

第
七

巻

「

劉
玄

徳
風

雪
訪

孔

明
」

所

収
。

テ

キ
ス

ト

に

は
、

三

国

志

演
義
古

版
叢
刊
五

種
『

双

峰
堂
批

評
三

国
志

伝
』

（

中
華
全

国
図
書

館
文

献
縮
微

複
制

中
心

影
印、

　｝

九

九

四

年
）

を
用
い

た
。

（
47
）

第
七

巻

「
劉

玄

徳
風
雪
訪
孔

明
」

所

収
。

テ

キ

ス

ト
に

は
、

古
本

小

説

叢
刊
第
二

十
三

輯
『

三

国

史

伝
評
林
』

（

中
華

書
局

影
印

、

　一

九

九
一

年）

を

用
い

た
。

（

48
）

第
七

巻
「

劉

玄

徳
風

雪
訪

孔

明
」

所

収。

テ

キ
ス

ト

に

は
、

古
本

小

説

叢
刊
第
二

十
二

輯
『

三

国

志
伝
』

（

中
華
書

局
影
印

、

一

九

九
一

年）

を

用
い

た
。

（

49
）

第
七

巻
「

劉
玄

徳
風

雪
訪

孔

明
」

所
収
。

テ

キ
ス

ト

に

は
、

明

清

善
本
小

説

叢
刊

初

編
『

重

刻
京
本

通

俗
演
義
按
鑑
三

国
志
演
義
』

（

天

　一

出
版

社
影
印

、

　一

九

八

五

年）

を

用
い

た
。

（

50
）

第

七

巻

「

玄

徳
風

雪
訪
孔

明
」

所

収
。

テ

キ

ス

ト
に

は
、

三

国

志

演
義
古

版
叢
刊
五

種
『

喬
山
堂

本

三

国
志
伝
』

（

中

華
全

国
図
書
館
文

献
縮

微
複
制

中
心

影
印

、

　一

九

九

四

年
）

を

用
い

た
。

（
51
）

第
七

巻

「

劉
玄

徳
風

雪
訪
孔
明
」

所
収

。

テ

キ

ス

ト

に

は
、

古
本

小
説

叢
刊

第
三

十

五

輯
『

鼎

峙

三

国
志
伝
』

（

中
華

書
局

影
印

、

一

九

九
一

年）

を

用
い

た
。

（

52
）

二

十
巻
本
の

中

に

は
、

湯
賓
尹

本
、

朱
鼎

臣

本
、

誠

徳
堂
本
な

ど
、

当
該
の

詩
そ

の

も
の

を

収

録
し
て

い

な
い

版
本
も

幾
つ

か

存
在
す
る
。

（
53
）

『

三

国
志
演
義
』

の

「

旧

本
」

に

つ

い

て

は
、

上

田

望

「

『

三

国
演

義
』

版
本
試

論

…
通

俗
小
説
の

流
伝
に

関

す

る
一

考
察

　
」

（
『

東
洋

文

化
』

第
七

十
一

号
、

一

九

九

〇

年
）

、

金
文

京

『

三

国

志
演
義
の

世
界
』

第
七

章
「
『

三

国

志
演
義
』

の

出
版
戦
争
」
（

東
方

書
店

、

一

九

九

三

年
）

に

詳
し

い
。

（

54
）

柳

存
仁
「

羅
貫

中
講

史

小

説
之

真
偽

性

質
」

（

劉
世
徳
編

『

中

国

古

代
小
説
研

究

…
台

湾
香

港

論
文

選

輯
』

（

上

海

古
籍
出
版

社、

　一

九

八

三

年
）

所
収
）

に
、

「

竊

以
爲
此
類

《

三

國

志

傅
》

之

刻

本
、

今
日
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所

得

見

者
雖
爲

萬
暦
、

甚

至

天

啓
年

間
所
刊
刻
、

時
間

固
遠
在

嘉
靖
壬

午
本
《

三

國
志

通

俗

演

義
》

之

後
、

然
其
所

根

據

之

本

（
不

論

其
祖
本

爲
一

種
或
多
種
）

、

固
有
可

能
在

嘉
靖
壬

午
以

前
。

易

言
之

、

則
目

前

爲

吾

人
所

見
之

數
種

《

三

國
志
傳
》

、

其

所
保
存
《

三

國
》

小

説

之

舊

有
形

象
、

實
當
更
在

嘉
靖
本
以

前
無

疑
。

」

と

あ
り
、

更
に

柳
氏

の

説

を

受

け

て
、

陳
翔
華
「

明

清
以
来
的
三

国
説

唱
文

学

−
兼
説

它
与
歴

史

小

説
『

三

国
志
演

義
』

的

関
係
」

（
河

南

省
社

会
科
学
院

文

学
研

究
所

編
選

『

「

三

国

演
義
」

論
文

集
』

（

中
州

古
籍
出

版

社
、

一

九

八

五

年
∀

所
収
）

に
、

「

現

据

別

本
内

三

国

志

佳
呼

正

文

分
段
与
文

字

的
昇

同
，

以

及

回
目
的
演

変
情
形

，

我

圦

内

柳
悦
可

信
，

《

三

国

志
佶
》

当
是
今

存

渚
本
中
接
近

于
夢
貫
中
原

作
的
一

秤

本
子

。

」

と

の

指
摘
が

見

ら

れ

る
。

［
附
記
］

本
稿
は
、

二

〇

〇
九

年
十
月
三

十
一

目
、

広

島
大

学
で

開
催
さ

れ

　
た

中
国
中
世
文

学
会
平

成
二

十
一

年
度
大
会
に

お

け
る

口

頭
発
表
の

内

　
容

を

加

筆
、

修

正

し

た

も
の

で

あ

る
。

そ
の

際、

司

会
の

大
角
哲
也

先

　
生

を

は

じ

め

多
く
の

先
生

方
よ

り

貴
重
な
御
意
見

を
賜
っ

た
こ

と
、

並

　
び

に

後
日

、

武

井
満

幹
先
生
よ

り

陶

淵
明
の

受
容
史
に

関

し

て

大

変

貴

　
重
な
示

唆
を

賜
っ

た
こ

と
、

こ

こ

に

記
し
て

謝
意
を

表
し

た
い

。

ま
た

　
本
稿
は

、

文

部
科
学

省
科

学
研

究
費

補
助

金
の

交
付

を

受

け

た

若
手

研

　
究
B
（

課
題
番

号
卜。

鶚
卜。

O

＝
O
）

に

よ

る

研
究
成
果
の
一

部
で

あ
る

。
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